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１．はじめに
１９６１年に『農業基本法』が制定された。主要テーマの一つは，「選択的拡大」であった。おりし
も池田内閣のもと所得倍増計画が成功裡に進められており，国民所得は年々顕著に増大し，農業生
産も部門によって生産性向上が著しく（たとえば鶏卵・豚肉・ブロイラーなど），他方「流通革命」
が進み，食品によって相対価格は着実に低下していた。家計所得がどれだけ増え，実質価格がいか
＜要約＞
家計所得の大幅な上昇が見込まれず，関連諸物価の変動も微小な停滞経済において，５
～１０年先の食品の需要予測のために所得・諸価格弾力性は一義的な有効性を持たない。他
方人口の少子・高齢化が否応なく進展し，個人消費において年齢および世代による顕著な
差異が観察されている社会において，個人消費のデモグラフィック要因：年齢効果と世代
効果の正しい把握は 緊の重要性が期待される。大きな経済変動を伴った過去３０数年のデ
ータを基にコウホート分解を実行する場合，通常の年齢・時代・世代の３効果モデルでは，
経済変動の影響が一部，世代／年齢効果のいずれか，あるいは双方に吸収／転化され，世
代・年齢効果が過大あるいは過少に決定される恐れがある。本稿では，経済諸変数を組み
込んだ「拡大コウホート」モデルを適用して，より現実的な年齢／世代効果と，望ましく
はよりブレの少ない時代効果を決定し，近未来の個人の年齢階級別消費予測に役立てる方
式を提案したい。生鮮野菜，生鮮肉など数種の食品について，２０２０および２０２５年における
個人の年齢階級別家計消費を予測した。
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ほど変化すれば，当該食品の需要はどう変化するであろうかは，我が国農業・流通産業にとって重
大関心事であった。
日本は総理府（当時）統計局による『家計調査』，『小売物価統計調査』など；農林省部局による
『食料需給表』，各種流通・市場調査など；厚生省による『国民栄養調査』；通産省による『商業統
計調査』など，信頼に足る連続したデータが揃っている。１９６０年に名著『食生活はどうなるか』（中
山誠記著・岩波新書）が現れたが，食料消費に関する内外のデータを名人技でグラフの上に比較・
考量した分析で，弾力性云々という「エコノメトリックス的」なものではなかった。本格的な計量
分析が現れたのはそれから１０年経った１９７１年の『食料の経済分析』（唯是康彦著・同文書院）であっ
た。しかしそこで用いられている需要分析の手法は，競合・補完関係を十分考慮しているとはいえ，
いわゆる「単品モデル」であり，現在主流となっている「需要体系モデル」分析が試みられるよう
になったのは，それからさらに１０年以降の A. Deaton and J. Muellbauer, “an almost ideal demand
system,” AER ,７０（３）,１９８０を待たねばならなかった。
１９８０～９０年代，米国の農業経済学会誌，農務省の分析報告書などにおいては，需要体系分析の花
盛りであった。我が国においても米国よりやや遅れて，三枝，佐々木，澤田裕，澤田学，松田など
による改良モデルの開発・適用によって，数多くの学問的成果が発表されたが（Sasaki，２０１２に収
録），将来の需要予測など実用面で大いに役立ったとは言えない。理由は簡単で，我が国経済は１９９０
年代初めから長期間停滞し，国民所得はほとんど伸びず，他方農業生産においては画期的な技術革
新が起きて顕著な価格引き下げが実現した，ないし実現するとも予想されなかったからである。需
要の諸弾力性：マーシャル・ヒックスの自己・交差価格弾力性，所得弾力性などの役立つ場が現実
に広く存在しなかった。しかし我が国社会は大きく変革し，今後もさらに変化は続く。人口の急速
な「少子・高齢化」である。
２．人口高齢化とコウホート分析の位置づけ
古くから（Wold,１９５３；Prais,１９５３；etc.）人の食料消費は年齢によって大きく変異することは
認識されていた。R. Schrimperは，１９７９年の米国農業経済学会，「人口動態と食料需要」部会，座
長 G. Kingにおける L. Salathe, “the effects of changes in population characteristics on U.S. con-
sumption of selected foods”に対して，「すべての世代がライフサイクルの上で同じような食習慣の
変換を辿ると期待することは合理的であろうか」・「狭義の年齢効果とは別のコウホート効果を軽視
してよいのか」と問題提起した。それから３０年近く経過して，米国においてもコウホート効果の存
在は認識され始め，農務省の報告書などにもコウホート絡みの報告書が現れてきた（Blisard,２００１；
Stewart and Blisard,２００８；Mori et al.,２００９；Stewart et al.,２０１３；etc）。日本では１９９４年度の『農
業白書』が，「若者の果物離れ」を指摘した。狭義の年齢的に若い人がそもそも果物を食べないの
ではなく，最近の若い人＝新しい世代が果物をあまり食べなくなった，すなわち新しい世代の「コ
ウホート効果」が古い世代（現在高年齢）に比べ，低位にあるとの含意である。『家計調査年報』
は１９７９年版から，世帯主の年齢階級別に各種アイテムの購入量（＝消費量）を発表するようになっ
た。たとえば，２０００年時点で，世帯主が２０～３０歳代の若い世帯の１人当たり生鮮果物消費は（年間，
以下略）約１３．８kgで，同じく５０歳代以上のそれが４５．７kgであるのに比べ，顕著に低い。しかし２０
年前の１９８０年時点において，前者の若い世帯のそれは３５．５kg，後者のそれが４９．８kgに比べ，著し
く低くはなかった（『家計調査』各年版）。年齢的に若い人が以前から果物を食べなかったわけでは
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なく，最近の若い人，新しい世代が「果物離れ」してきたように見える。成人するまでに身につい
た食習慣は，その後加齢と時代とともに変化していくが，人の食料消費のベースとして根強く残存
するようである。ミクロ経済学の基本にある「予算制約のもとにおける効用極大化」といった演繹
的理論背景はないが，疫学や社会学分野の経験に照らして，人の食料消費にも妥当すると思われる。
戦前生まれで戦中戦後を生き，幾度か海外生活を経験した筆者らは，個人的経験や周囲の観察に基
づいて，そのような想定に同意する。
われわれのこれまでの分析結果から，生鮮果物に限らず，鮮魚や米などの消費についても，顕著
な年齢効果と世代効果が識別されている（森『コウホート分析』２０１４；など）。他方我が国の人口
は急速に高齢化を続けている。２０００年の６０歳代は戦前の１９３１～４０年出生で戦中・戦直後の窮乏時代
に成人した世代だが，２０２５年の６０歳代は１９５６～６５年出生で高度成長期の食生活も豊かで多様な時代
に成人した世代である。国の食料消費にとって高齢化は，単に高齢者の層が厚くなるだけでなく，
その中でも確実な世代交代を伴い，明日の高齢者は今日の高齢者とは著しく異なるであろうことを
示唆している。１０年先の経済を読むのは今やほとんど不可能に近いが，人口の年齢構成・世代構成
はかなりの確かさで予測することができる（社会保障・人口問題研究所）。
われわれが各種食品消費の年齢効果と世代効果を識別するために用いてきたコウホート分析は，
在り来りの年齢・時代・世代の A/P/Cモデルで，中村の「パラメータの漸進的変化」の制約条件
を，ABIC最小化の客観的基準に基づいて賦課して，３効果を同時に決定する方式であった（Naka-
mura,１９８６）。それらの推計値を用いて幾年か先，たとえば２０２５年の個人の年齢別消費を予測する
場合問題になるのは，時代効果の推計値の扱いである。たとえば鮮魚などがそれに当たるが（後出），
時代効果が２０００年前後から最近年，２０１４年にかけて（年齢・世代効果に対比して無視しえぬ大きさ
で）明確に逓減している場合がそれである。２０２５年の６０～６４歳は１９６１～６５年出生世代であり，疑問
の余地はない。しかし，２０２５年に時代効果が，最近年，たとえば２０１０～１４年の平均に留まるのか，
２０００年から２０１４年の逓減傾向を引き延ばした値になるのかは，客観的に判断することができない。
だが上の鮮魚の例で，時代効果における２０００年以降の明確な逓減がかりに魚の肉類及び関連食品
に対する相対価格の上昇によってもたらされていることが，その程度を含め客観的に確認されうる
ならば，今後の魚の相対的価格動向の見通しに還元して，２０２５年における時代効果の値をより客観
的に押さえることが可能になるだろう。価格のほかに何か趨勢的な要因が関係していることが確認
されるならば，それらの要因を組み込んで将来の時代効果の決定に役立てる方が，主観的に時代効
果はこれ以上下がらないだろうなどと楽観するより受け入れやすい。まだ十分な経験を積んだわけ
ではないが，年齢階級と年次からなるコウホート表を，年齢・時代・世代の３効果の他に経済的諸
変数や屈折点を含む時間変数を含んだ「拡大コウホート」モデルによって分解すると，分析対象品
目にもよるが，識別される時代効果はいうまでもなく，年齢並びに世代効果の形や大きさも，通常
の A/P/Cモデルとは幾らか異なる推計結果が生じることがある（Mori, Saegusa, and Tanaka,
２０１５；など）。分かりやすい例では，若齢階級の消費減が最近年になるほど顕著な米の場合など，
通常の３効果モデルでは新しい世代のコウホート効果が負の方向に過大に識別される恐れがある。
本稿で取り組むべき重要課題の一つである。
３．コウホート表の作成
飲用牛乳や生鮮果物の多くは，家計消費（家計で購入・調理・消費）が消費の大部分を占めると
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みてよいが，米，パン，麺類，肉類などの消費は，家庭外の消費と，食べる場所は家庭でも調理済
みの完成・半完成品に依存する割合が著しく高くなっている。厚生労働省による『国民栄養調査』
は１９９６年版から個人の年齢階級別摂取量を公表するようになったが，毎年１１月の一日だけの調査で，
ばらつきが大きく，品目分類が大まかで，また年齢階級区分も一定していない。さらに購入価格や
個人の所得など，経済変数が提供されていない。その点総務省の『家計調査』は全国約８０００世帯の
通年調査で，外食部分の補足は難しいが，細かい品目について購入量・価格に加えて，世帯の人員
構成・経済環境などに関する安定した情報を提供してくれる。
石橋（独立行政法人・中央農研センター）は２００９年春に定年退職するまで，森島モデル（１９８４）
に依拠して，『家計調査』個票データから世帯類型別・世帯員年齢別別家計消費を丹念に推計した。
２００８年時点で石橋自身が述べているように，（公的機関に所属する研究者にも）「個票を研究目的の
ために利用することは許されていない」（石橋「需要動向」『長期金融』２００７年１１月，p．２）。その後
個票の研究利用はかなり自由になったが，筆者らの体験では，農水省などの公的機関からの委託調
査や，科研費に基づく分析・調査でなければ，私的な研究のためには個票は提供されない。また分
析する場所も統計局に申請・許可された機関の定まった部室，保管する場所も施錠できるクロゼッ
トに限られ，自宅に持ち帰ったり，研究アドヴァイザーに一部を転送することなどは禁止されてい
る。好きな目的のために，好きな時・場所で，好きな品目を，必要に応じたメンバーで利用する自
由は事実上閉ざされている。
その点『家計調査年報』は，先に述べたように１９７９年版から，世帯主の年齢階級別に細かい品目
の購入数量・購入価格が一貫して公表され，２０００年版以降は DB（データ・ベース）で一括ダウン
ロードできる。購入数量は世帯単位で示されているから，世帯員１人当たり数量は世帯主年齢階級
別の世帯員数で割る必要がある。この値を世帯員個人の年齢階級別消費量に近似させる研究を見か
けるが，たとえば世帯主が２０歳代後半の３人家族の場合，世帯員の１人は乳幼児であろうから，牛
乳やリンゴなどは別として，米や肉などの場合，世帯消費量を３で割ると，若い両親の１人当たり
消費量を過小に推定することになりかねない。他方世帯主が４０歳代の４人家族の場合，世帯員の２
人は食べざかりの１０歳代後半であろうから，世帯消費を４で割って４０歳代の個人消費とみなすと，
やや過大評価になる恐れがある。世帯主の年齢階級別の家族構成は，『国勢調査』や『全国消費実
態調査報告』などを参照すると，時代別に大掴みに把握できる。他方穀類や肉類，野菜など別に『国
民栄養調査』を参照すれば，世帯主夫婦に対して他の世帯員の相対消費の大小は把握できる。その
ような知見を生かして，単純に世帯員数で割るのではなく，成人一般を基準にした“adult-equivalent
scales”でなく，世帯主年齢階級エクイヴァレント員数で割れば，かなり現実に近い年齢階級別消費
の推計が得られるだろう。個人の年齢階級×年次のコウホート表は，極めて難しい手続きをへて希
望期間にわたる個票を入手せずとも，年報の世帯主階級別の常識的な割り算から作成することがで
きる（詳しくは，Mori, Ishibashi, and Dyck, “A Straightforward Approach,”２０１１を参照）。
付録表１～６は，生鮮野菜，米，鮮魚，生鮮肉，飲用牛乳，および生鮮果物の世帯員年齢階級別
家計消費量の推移を，１９８０年から２０１４年の３５年の期間にわたって推計した値である。手法は『全国
消費実態調査』に合わせ，少なくとも５年おき程度に世帯主年齢階級別の家族構成を厳密に behav-
ioral equation model（Prais,１９５３）に組み込み，制約条件として中村の示唆により「隣接する年齢
階級間の漸進的変化」を課し（中村，１９９７～９９年），ウエイト付き最小二乗法で推計した（Mori and
Iinaba,１９９７；Tanaka, Mori, and Inaba,２００４）。年齢階級区分は５歳刻みで，０～４歳から７５歳以上
１６階級だが，０～４，５～９，１０～１４歳と７５歳以上は元になったデータの制約上１）安定した推計値が
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得られないので，掲載から省かれている。
１）０～４，５～９，１０～１４歳は，どの世帯主年齢階級でも主要な世帯構成員でない。また１９９９年版までは，『年報』
に発表されている世帯主年齢階級のトップは６５歳以上なので，７５～７９，８０～８４，…歳のような区分は，推計上難しい。
４．コウホート表の分解
通常，ある年におけるある年齢の平均消費量は下記の（１）式で近似される。すでに述べたように
ミクロ経済学における，一定の所得と，所与の価格条件のもと効用を最大にする消費量の決定といっ
た演繹的理論背景はない。
Xit＝B＋Ai＋Pt＋Ck＋eit （１）
B＝総平均効果
Xit＝t年における年齢 i歳の平均消費量
Ai＝i歳に特有の年齢効果
Pt＝t年に特有の時代効果
Ck＝k年出生コウホートに特有の世代効果
eit＝誤差項
付録表１～６の数値は，年齢階級別１人当たり年間消費量，実数値である。付録表３（鮮魚）
の場合，例えば２０００年時点で，６０歳以上層の平均は約２０．０に対し，２０歳代のそれは６．０前後で
ある。１０年後の２０１０年には前者は１７，後者は４前後にそれぞれ減少している。単純化のために
世代効果は捨象して，時代効果は（２０－１７）＝３と（６－４）＝２の平均２．５減少したとみる
か，（２０－１７）／２０＝１５％と（６－４）／６＝３３％の平均２４％減少したとみる方が実際感覚にマッチ
しているか。経済分析で両辺対数による弾力性に慣れている筆者たちには，時代効果の変化は年齢
階級に拘らず同一の実数値，何だけ変化したとみるより，比率，何％だけ変化したとみる方に慣
れている。また実際にコウホート分解した結果でも，実数値で実行するより対数換算して実行する
方が，推定されたパラメータの標準誤差などに照らして，一般的に統計的パーホーマンスが高い（す
ぐ後に生鮮野菜の例で見る）。また本稿で採用される「拡大コウホート」モデルにおいて，価格や
所得の経済変数が組み込まれるが，対数換算して分解する方が，決定される弾力性の値も直観的に
理解しやすい便利性がある。ただし実数のまま分解した方が，対象期間の総平均何に対し，戦前
生まれのコウホートと，戦後高度成長期以降生まれのコウホートでは，例えば生鮮野菜消費の場合
（表１B），期間総平均効果６５に対し，＋１４と－１０（年齢・年次・世代各効果にそれぞれゼロ
和の制約付き）程度の差があるらしいことなどが，直観的に読み取れるメリットがある。対数換算
で分解すると，いちいち EXP（X）で実数に戻さないと，正負と大小関係は分かっても，世代間の
差や，時代効果の動きなどが直ちに実感的につかめない。
表１A～表６は，生鮮野菜，米，鮮魚，生鮮肉，飲用牛乳，および生鮮果物の順で，１９８０年から
２０１４年に至る３５年間の５歳区分のコウホート表を，中村のベイズ型モデル（Nakamura,１９８６）を
用いて，自然対数換算で年齢・時代・世代効果に分解した結果である。先に述べたように，生鮮野
菜についての実数のまま分解した結果は，表１Bに示されている。対数換算の結果，表１Aと対
比して，構造的な差は認められない。いずれの場合も３効果それぞれに，ゼロサムの制約を課して
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表１A 生鮮野菜消費のコウホート分解，１９８０～２０１４年
総平均効果＝４．１１５（．００３） （自然対数換算）
年齢効果
年齢階級 SE
時代効果
年次
世代効果
出生年
１５～１９歳 －０．２０８ ０．０４３ １９８０ ０．０５２ ０．０２８ １９０６～１０年 ０．１３４ ０．０７２
２０～２４ －０．１６６ ０．０３６ １９８１ ０．０４７ ０．０２６ １９１１～１５ ０．１８６ ０．０６４
２５～２９ －０．１３７ ０．０２８ １９８２ ０．０６５ ０．０２５ １９１６～２０ ０．２０６ ０．０５６
３０～３４ －０．１１５ ０．０２０ １９８３ ０．０４７ ０．０２３ １９２１～２５ ０．２１８ ０．０４８
３５～３９ －０．０８６ ０．０１３ １９８４ ０．０４８ ０．０２２ １９２６～３０ ０．２４４ ０．０４
４０～４４ －０．０３０ ０．００７ １９８５ ０．０５４ ０．０２ １９３１～３５ ０．２４２ ０．０３２
４５～４９ ０．０３１ ０．００７ １９８６ ０．０５８ ０．０１９ １９３６～４０ ０．２２ ０．０２５
５０～５４ ０．０８３ ０．０１３ １９８７ ０．０３９ ０．０１８ １９４１～４５ ０．１９３ ０．０１７
５５～５９ ０．１３３ ０．０２０ １９８８ ０．０１５ ０．０１６ １９４６～５０ ０．１３２ ０．０１１
６０～６４ ０．１７０ ０．０２８ １９８９ ０．００７ ０．０１５ １９５１～５５ ０．０４７ ０．００７
６５～６９ ０．１８３ ０．０３６ １９９０ －０．０１６ ０．０１３ １９５６～６０ －０．０２７ ０．０１１
７０～７４ ０．１４３ ０．１８６ １９９１ －０．０３１ ０．０１２ １９６１～６５ －０．０６７ ０．０１７
注：（ ）内は SE．以下同じ．
sum ０．００１ １９９２ ０．００９ ０．００１ １９６６～７０ －０．０９８ ０．０２４
１９９３ －０．０１ ０．０１ １９７１～７５ －０．１３８ ０．０３２
１９９４ －０．０１ ０．００９ １９７６～８０ －０．２ ０．０４
１９９５ －０．００９ ０．００８ １９８１～８５ －０．２７２ ０．０４８
１９９６ ０．００８ ０．００８ １９８６～９０ －０．３１７ ０．０５６
１９９７ －０．００４ ０．００８ １９９１～９５ －０．３４６ ０．０６４
１９９８ －０．０２４ ０．００８ １９９６～ －０．３５８ ０．０７２
１９９９ －０．０１９ ０．００８ sum －０．００１
２０００ －０．０１６ ０．００９
２００１ －０．０３３ ０．０１
２００２ －０．０１９ ０．０１１
２００３ －０．０４９ ０．０１２
２００４ －０．０５１ ０．０１３
２００５ －０．０４４ ０．０１５
２００６ －０．０５１ ０．０１６
２００７ －０．０３２ ０．０１８
２００８ －０．００２ ０．０１９
２００９ ０．０１４ ０．０２
２０１０ －０．０２３ ０．０２２
２０１１ －０．０１８ ０．０２３
２０１２ －０．０２２ ０．０２５
２０１３ ０．００２ ０．０２６
２０１４ ０．０２ ０．０２６
sum ０．００２
出所：付録表１を中村のベイズ型モデルで分解．
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表１B 生鮮野菜消費のコウホート分解，１９８０～２０１４年
（ただし，の実数のまま）
総平均効果＝６５．２０６（．１５３） （）
年齢効果
年齢階級 SE
時代効果
年次
世代効果
出生年
１５～１９歳 －１３．０１２ ２．７５３ １９８０ ３．３９５ １．７４９ １９０６～１０年 ６．７８１ ４．５８１
２０～２４ －１１．０８２ ２．２６８ １９８１ ２．９９７ １．６５８ １９１１～１５ １１．１１５ ４．０８２
２５～２９ －９．５５４ １．７７５ １９８２ ４．５７５ １．５６６ １９１６～２０ １２．４６９ ３．５５３
３０～３４ －８．２２３ １．２８６ １９８３ ３．０６８ １．４７３ １９２１～２５ １３．０９２ ３．０４８
３５～３９ －６．５０３ ０．８１１ １９８４ ３．４４７ １．３８１ １９２６～３０ １４．９８０ ２．５４８
４０～４４ －２．９６１ ０．４００ １９８５ ４．４３７ １．２８８ １９３１～３５ １４．４２２ ０．０３２
４５～４９ １．２８８ ０．４００ １９８６ ４．３３０ １．１９５ １９３６～４０ １２．４２９ １．５６１
５０～５４ ５．２０５ ０．８１１ １９８７ ２．８４８ １．１０４ １９４１～４５ １０．１３０ １．０８６
５５～５９ ９．２３７ １．２８６ １９８８ ０．９５４ １．０１４ １９４６～５０ ５．２００ ０．６６０
６０～６４ １２．３７５ １．７７５ １９８９ ０．５７５ ０．９２７ １９５１～５５ －０．４０９ ０．４２９
６５～６９ １３．５３８ ２．２６８ １９９０ －０．９０５ ０．８４３ １９５６～６０ －４．７０３ ０．６５６
７０～７４ ９．６９１ １１．８５３ １９９１ －１．７５０ ０．７６２ １９６１～６５ －６．４９０ １．０８２
sum －０．００１ １９９２ ０．９３０ ０．６８６ １９６６～７０ －７．７０４ １．５５２
１９９３ －０．２９２ ０．６１８ １９７１～７５ －９．０１１ ２．０４３
１９９４ －０．２８７ ０．５５９ １９７６～８０ －１１．３４１ ２．５３９
１９９５ －０．５６０ ０．５１２ １９８１～８５ －１３．８５０ ３．０３８
１９９６ ０．７７７ ０．４８１ １９８６～９０ －１４．９７１ ３．５４２
１９９７ ０．２０６ ０．００８ １９９１～９５ －１５．９４３ ４．０５９
１９９８ －０．７７８ ０．００８ １９９６～ －１６．１９８ ４．５４１
１９９９ －０．５１１ ０．５１２ sum －０．００２
２０００ －０．１４１ ０．５５８
２００１ －１．５７３ ０．６１７
２００２ －１．０７０ ０．０１１
２００３ －３．２３２ ０．７６２
２００４ －３．２３３ ０．８４３
２００５ －２．９８２ ０．９２７
２００６ －３．６６２ １．０１４
２００７ －２．７７８ １．１０４
２００８ －１．０１５ １．１９５
２００９ ０．１０２ １．２８７
２０１０ －２．２７４ １．３７９
２０１１ －２．００１ １．４７２
２０１２ －２．４９６ １．５６６
２０１３ －０．８８３ １．６５９
２０１４ －０．２１９ １．７５０
sum －０．００１
出所：付録表１を中村のベイズ型モデルで分解．
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コウホート分解を実行しているが，年齢効果に関しては，若年齢階級がマイナス，５０歳代以上がプ
ラス，世代効果に関しては戦中・戦前出生コウホートがプラス，「もはや戦後でなくなった」１９５０
年代後半以降出生のコウホートは顕著にマイナス，時代効果に関して１９８０年代はプラスだが，２０００
年代になると顕著にマイナスの値を示すなど，両者はほとんど同じ傾向を示している。他の５品目
についてはスペースの関係で載せないが，いずれの品目も年齢効果と世代効果の形と傾きは両方式
ともほぼ一致している。ただし既に述べたように，時代効果のデリケートな振幅や傾きは，対数変
換の方に歩があるように感じられる。
５．年齢階級別消費量予測の方式
たとえば２０２０年における５０～５４歳階級は，１９６６～７０年出生のコウホートである。３５～３９歳階級は１９８１
～８５年に出生している。人は誰しも１年経つと１歳だけ加齢するから，任意の時点で任意の年齢階
級を指定すると，出生コウホートは一義的に決定される。k＝t－iで，３効果の間のこの一次従属
関係が，コウホート分析における「識別問題」をもたらしているが，本稿では中村のベイズ型接近
で一応回避し得ているとの立場である（森・三枝・川口，２００８；など）。そもそも先の（１）式モデル
は，主として疫学や社会学の世界で経験的に採用されてきた近似式で，“poor approximation”（Yang
et al.,２００８, p．１７３３）を超えるものではない。
たとえば２０２０年における年齢階級５０～５４歳の平均的消費量，X５０～５４,２０２０は次式（２）で近似される。
X５０～５４,２０２０＝B＋A５０～５４＋P２０２０＋C１９６６～７０＋e （２）
具体例として生鮮野菜については，表１Bから，
X５０～５４,２０２０＝６５．２１＋５．２１＋P２０２０－７．７０＝６２．７２＋P２０２０
と出るが，２０２０年の年次効果は不明である。もっとも近い年２０１４年の時代効果は，－０．２２だが，２００３
年から２０１４年までの最近１０年間に時代効果はおおむね－２．５を前後し，２０１３年と２０１４年だけは特別
に負の値が小さい。２０００年代に入ってマイナスの大きさが傾向的に増えているとも思えないが，他
方マイナスの値が減少傾向を示しているとも思えない。さし当たって，最近５年の単純平均をとる
と－１．５８となる。この値を代入すると：
X５０～５４,２０２０＝６１．１４になるが，２０２０年の時代効果を大きめに見積もっているのか小さめなのかも分から
ない。全く「さしあたり」でしかない。次に対数換算してコウホート分解した表１Aに示されてい
る数値を用いて上と同じような計算を試みてみよう。
lnX５０～５４,２０２０＝４．１１５＋ln A５０～５４＋ln P２０２０＋lnC１９６６～７０＝４．１００＋ln P２０２０
ここでも２０２０年の時代効果の対数値が不明である。またさし当たり，最近５年間の単純平均値，
－０．００８２をとると，lnX５０～５４,２０２０＝４．０９２となり，実数換算で，５９．８６になる。先の表１Bの基づく予測
値との対比で，いずれが尤もらしいかは何とも言えない。実数分解の場合も対数換算分解の場合も，
年齢および世代効果と対比して無視し得ぬ時代効果が算出され，例えば５年先の２０２０年にどうなる
であろうかを客観的に判断することができない点に関しては，同じである。
表２の米の結果を見ると時代効果は生鮮野菜に比べ数値的にも大きく，また全期間を通して顕著
な逓減傾向を示している。表３の鮮魚の場合は，２０００年代に入って逓減傾向を示しているが，逆に
表４の生鮮肉の結果では，２０００年代に入って一貫した逓増傾向を示している。表５の飲用牛乳のケ
ースは，１９９０年代央までは顕著な逓増，２０００年代初期から一貫した逓減傾向を示している。逆に生
鮮果物のケースでは１９９０年代末から着実な逓増傾向を示している。食品によって一様でないこれら
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表２ 米消費のコウホート分解，１９８０～２０１４年
総平均効果＝３．４５（．００４） （自然対数換算）
年齢効果
年齢階級 SE
時代効果
年次
世代効果
出生年
１５～１９歳 ０．０８１ ０．０７８ １９８０ ０．２６７ ０．０４９ １９０６～１０年 ０．２１２ ０．０１３
２０～２４ －０．１７４ ０．０６４ １９８１ ０．２５６ ０．０４７ １９１１～１５ ０．２３７ ０．１１６
２５～２９ －０．２６３ ０．０５０ １９８２ ０．２４３ ０．０４４ １９１６～２０ ０．２４６ ０．１０１
３０～３４ －０．２０９ ０．０３７ １９８３ ０．２４０ ０．０４２ １９２１～２５ ０．２８２ ０．０８７
３５～３９ －０．０９４ ０．０２３ １９８４ ０．２２５ ０．０３９ １９２６～３０ ０．３２５ ０．０７２
４０～４４ ０．０２６ ０．０１１ １９８５ ０．２１１ ０．０３６ １９３１～３５ ０．３６１ ０．０５８
４５～４９ ０．０７６ ０．０１１ １９８６ ０．１９９ ０．０３４ １９３６～４０ ０．３６７ ０．０４４
５０～５４ ０．０８２ ０．０２３ １９８７ ０．１５０ ０．０３１ １９４１～４５ ０．３３１ ０．０３１
５５～５９ ０．１０４ ０．０３７ １９８８ ０．０８８ ０．０２８ １９４６～５０ ０．２５８ ０．０１９
６０～６４ ０．１３２ ０．０５０ １９８９ ０．０６６ ０．０２６ １９５１～５５ ０．１５２ ０．０１２
６５～６９ ０．１５２ ０．０６４ １９９０ ０．０４９ ０．０２３ １９５６～６０ ０．０３５ ０．０１９
７０～７４ ０．０８８ ０．３３６ １９９１ ０．０４１ ０．０２１ １９６１～６５ －０．０２７ ０．０３１
sum ０．００１ １９９２ ０．０２８ ０．０１９ １９６６～７０ －０．０６７ ０．０４４
１９９３ ０．０２５ ０．０１７ １９７１～７５ －０．１４７ ０．０５８
１９９４ －０．０４７ ０．０１５ １９７６～８０ －０．２７３ ０．０７２
１９９５ －０．０５８ ０．０１４ １９８１～８５ －０．４４８ ０．０８６
１９９６ －０．０５６ ０．０１３ １９８６～９０ －０．５８３ ０．１０１
１９９７ －０．０６２ ０．０１３ １９９１～９５ －０．６４０ ０．１１５
１９９８ －０．０６２ ０．０１３ １９９６～ －０．６２１ ０．１２９
１９９９ －０．０７７ ０．０１４ sum ０．０００
２０００ －０．０５２ ０．０１５
２００１ －０．０５７ ０．０１７
２００２ －０．０７１ ０．０１９
２００３ －０．０８１ ０．０２１
２００４ －０．１１１ ０．０２３
２００５ －０．１２０ ０．０２６
２００６ －０．１３２ ０．０２８
２００７ －０．１２２ ０．０３１
２００８ －０．０９５ ０．０３４
２００９ －０．１１０ ０．０３６
２０１０ －０．１０８ ０．０３９
２０１１ －０．１２７ ０．０４２
２０１２ －０．１５１ ０．０４４
２０１３ －０．１７７ ０．０４７
２０１４ －０．２１３ ０．０４９
sum －０．００１
出所：付録表２を中村のベイズ型モデルで分解．
食料消費のコウホート分析――将来予測の手段に絞って
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表３ 鮮魚消費のコウホート分解，１９８０～２０１４年
総平均効果＝２．３７１（．００４） （自然対数換算）
年齢効果
年齢階級 SE
時代効果
年次
世代効果
出生年
１５～１９歳 －０．０６０ ０．０６２ １９８０ ０．０１３ ０．０３９ １９０６～１０年 ０．４０９ ０．１０８
２０～２４ －０．１０６ ０．０５１ １９８１ ０．０００ ０．０３７ １９１１～１５ ０．４６１ ０．０９３
２５～２９ －０．１６９ ０．０４０ １９８２ －０．０１３ ０．０３５ １９１６～２０ ０．４７２ ０．０８
３０～３４ －０．１２２ ０．０２９ １９８３ ０．００４ ０．０３３ １９２１～２５ ０．４８３ ０．０６９
３５～３９ －０．０７９ ０．０１９ １９８４ ０．０１１ ０．０３１ １９２６～３０ ０．４８３ ０．０５８
４０～４４ －０．０２７ ０．０１０ １９８５ ０．００６ ０．０２９ １９３１～３５ ０．４６６ ０．０４７
４５～４９ ０．０３９ ０．０１０ １９８６ ０．００３ ０．０２７ １９３６～４０ ０．４６６ ０．０３６
５０～５４ ０．１００ ０．０１９ １９８７ －０．０１９ ０．０２５ １９４１～４５ ０．４６０ ０．０２５
５５～５９ ０．１３２ ０．０２９ １９８８ －０．０２５ ０．０２３ １９４６～５０ ０．４０５ ０．０１７
６０～６４ ０．１３５ ０．０４０ １９８９ －０．０２１ ０．０２１ １９５１～５５ ０．２８９ ０．０１２
６５～６９ ０．１０８ ０．０５１ １９９０ －０．０３１ ０．０１９ １９５６～６０ ０．１３６ ０．０１６
７０～７４ ０．０４９ ０．２６６ １９９１ －０．０１５ ０．０１７ １９６１～６５ －０．０２０ ０．０２５
sum ０．０００ １９９２ ０．０２９ ０．０１６ １９６６～７０ －０．１３８ ０．０３６
１９９３ ０．０４２ ０．０１４ １９７１～７５ －０．２４７ ０．０４６
１９９４ ０．０３９ ０．０１３ １９７６～８０ －０．４０４ ０．０５７
１９９５ ０．０３８ ０．０１２ １９８１～８５ －０．６０９ ０．０６９
１９９６ ０．０２０ ０．０１１ １９８６～９０ －０．８４３ ０．０８
１９９７ ０．０２２ ０．０１１ １９９１～９５ －１．１０６ ０．０９２
１９９８ ０．０２２ ０．０１１ １９９６～ －１．１６４ ０．１０５
１９９９ ０．０１６ ０．０１２ sum －０．００１
２０００ ０．０１９ ０．０１３
２００１ ０．０３５ ０．０１４
２００２ ０．０６１ ０．０１６
２００３ ０．０４９ ０．０１８
２００４ ０．０４４ ０．０１９
２００５ ０．０３９ ０．０２１
２００６ ０．０２３ ０．０２３
２００７ ０．０１７ ０．０２５
２００８ ０．００９ ０．０２７
２００９ －０．００６ ０．０２９
２０１０ －０．０４９ ０．０３１
２０１１ －０．０７８ ０．０３３
２０１２ －０．０９９ ０．０３５
２０１３ －０．０９７ ０．０３７
２０１４ －０．１０８ ０．０３９
sum ０．０００
出所：付録表３を中村のベイズ型モデルで分解．
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表４ 生鮮肉消費のコウホート分解，１９８０～２０１４年
総平均効果＝２．５６５（．００２） （自然対数換算）
年齢効果
年齢階級 SE
時代効果
年次
世代効果
出生年
１５～１９歳 ０．１８４ ０．０４２ １９８０ －０．００４ ０．０２６ １９０６～１０年 －０．１８５ ０．０６９
２０～２４ －０．０２０ ０．０３５ １９８１ －０．０２１ ０．０２５ １９１１～１５ －０．１９８ ０．０６２
２５～２９ －０．０６９ ０．０２７ １９８２ －０．００９ ０．０２４ １９１６～２０ －０．１７８ ０．０５４
３０～３４ －０．０７３ ０．０２０ １９８３ －０．０４０ ０．０２２ １９２１～２５ －０．１４１ ０．０４６
３５～３９ －０．０４０ ０．０１２ １９８４ －０．０３１ ０．０２１ １９２６～３０ －０．０７２ ０．０３９
４０～４４ ０．０２９ ０．００６ １９８５ －０．０１９ ０．０１９ １９３１～３５ －０．０１９ ０．０３１
４５～４９ ０．０６９ ０．００６ １９８６ －０．０１１ ０．０１８ １９３６～４０ ０．０２９ ０．０２４
５０～５４ ０．０６５ ０．０１２ １９８７ －０．０１０ ０．０１７ １９４１～４５ ０．０８４ ０．０１６
５５～５９ ０．０４４ ０．０２０ １９８８ －０．０３３ ０．０１５ １９４６～５０ ０．０９８ ０．０１０
６０～６４ ０．０２８ ０．０２７ １９８９ －０．０３０ ０．０１４ １９５１～５５ ０．０７６ ０．００６
６５～６９ －０．０５２ ０．０３５ １９９０ －０．０３４ ０．０１２ １９５６～６０ ０．０４５ ０．００９
７０～７４ －０．１６４ ０．１８１ １９９１ －０．０３１ ０．０１１ １９６１～６５ ０．０４９ ０．０１６
sum ０．００１ １９９２ －０．０２９ ０．０１０ １９６６～７０ ０．０８９ ０．０２４
１９９３ －０．０１１ ０．００９ １９７１～７５ ０．１１７ ０．０３１
１９９４ －０．０１１ ０．００８ １９７６～８０ ０．１０５ ０．０３９
１９９５ －０．００７ ０．００７ １９８１～８５ ０．０６６ ０．０４６
１９９６ －０．０２２ ０．００６ １９８６～９０ ０．０２１ ０．０５４
１９９７ －０．０１８ ０．００６ １９９１～９５ ０．００５ ０．０６２
１９９８ －０．０２６ ０．００６ １９９６～ ０．００８ ０．０６９
１９９９ －０．０１３ ０．００７ sum －０．００１
２０００ －０．０１４ ０．００８
２００１ －０．０４８ ０．００９
２００２ －０．０３２ ０．０１０
２００３ －０．０４２ ０．０１１
２００４ －０．０４８ ０．０１２
２００５ －０．０２０ ０．０１４
２００６ －０．０１６ ０．０１５
２００７ ０．００５ ０．０１７
２００８ ０．０３０ ０．０１８
２００９ ０．０７０ ０．０１９
２０１０ ０．０７３ ０．０２１
２０１１ ０．０８１ ０．０２２
２０１２ ０．０９７ ０．０２４
２０１３ ０．１３５ ０．０２５
２０１４ ０．１３８ ０．０２６
sum －０．００１
出所：付録表４を中村のベイズ型モデルで分解．
食料消費のコウホート分析――将来予測の手段に絞って
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表５ 飲用牛乳消費のコウホート分解，１９８０～２０１４年
総平均効果＝３．２９６（．００５） （自然対数換算）
年齢効果
年齢階級 SE
時代効果
年次
世代効果
出生年
１５～１９歳 ０．００６ ０．０６７ １９８０ －０．１９３ ０．０４３ １９０６～１０年 －０．１７５ ０．１１２
２０～２４ －０．１１５ ０．０５５ １９８１ －０．１６１ ０．０４１ １９１１～１５ －０．１１３ ０．１００
２５～２９ －０．１８０ ０．０４４ １９８２ －０．１２８ ０．０３９ １９１６～２０ －０．０５１ ０．０８７
３０～３４ －０．１０８ ０．０３２ １９８３ －０．１０３ ０．０３７ １９２１～２５ ０．００８ ０．０７５
３５～３９ －０．０９９ ０．０２１ １９８４ －０．０９２ ０．０３５ １９２６～３０ ０．０８０ ０．０６３
４０～４４ －０．０５３ ０．０１２ １９８５ －０．０９６ ０．０３２ １９３１～３５ ０．０９４ ０．０５１
４５～４９ －０．０４６ ０．０１２ １９８６ －０．０９５ ０．０３０ １９３６～４０ ０．０９５ ０．０３９
５０～５４ －０．０５３ ０．０２１ １９８７ －０．０５５ ０．０２８ １９４１～４５ ０．１１２ ０．０２８
５５～５９ ０．０１６ ０．０３２ １９８８ －０．０２１ ０．０２６ １９４６～５０ ０．１５８ ０．０１９
６０～６４ ０．１１９ ０．０４４ １９８９ ０．０３０ ０．０２４ １９５１～５５ ０．２３４ ０．０１４
６５～６９ ０．２１８ ０．０５５ １９９０ ０．０５７ ０．０２２ １９５６～６０ ０．２５１ ０．０１９
７０～７４ ０．２９６ ０．２８７ １９９１ ０．０５８ ０．０２１ １９６１～６５ ０．１９８ ０．０２８
sum ０．００１ １９９２ ０．０６７ ０．０１９ １９６６～７０ ０．１００ ０．０３９
１９９３ ０．０８１ ０．０１７ １９７１～７５ ０．０１５ ０．０５０
１９９４ ０．１２５ ０．０１６ １９７６～８０ －０．０５９ ０．０６２
１９９５ ０．１２５ ０．０１５ １９８１～８５ －０．１２８ ０．０７４
１９９６ ０．１４３ ０．０１５ １９８６～９０ －０．１９７ ０．０８７
１９９７ ０．１４６ ０．０１５ １９９１～９５ －０．２７３ ０．０９９
１９９８ ０．１２８ ０．０１５ １９９６～ －０．３４８ ０．１１１
１９９９ ０．１０７ ０．０１５ sum ０．００１
２０００ ０．０９６ ０．０１６
２００１ ０．０６８ ０．０１７
２００２ ０．０８４ ０．０１９
２００３ ０．０９２ ０．０２１
２００４ ０．０７７ ０．０２２
２００５ ０．０４５ ０．０２４
２００６ ０．００８ ０．０２６
２００７ －０．０２７ ０．０２８
２００８ －０．０５７ ０．０３０
２００９ －０．０６１ ０．０３２
２０１０ －０．０５３ ０．０３４
２０１１ －０．０８４ ０．０３７
２０１２ －０．０９２ ０．０３９
２０１３ －０．１０４ ０．０４１
２０１４ －０．１１７ ０．０４３
sum －０．００２
出所：付録表５を中村のベイズ型モデルで分解．
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表６ 生鮮果物消費のコウホート分解，１９８０～２０１４年
総平均効果＝３．２５６（．００７） （自然対数換算）
年齢効果
年齢階級 SE
時代効果
年次
世代効果
出生年
１５～１９歳 －０．０２６ ０．０２８ １９８０ －０．０２９ ０．０２５ １９０６～１０年 ０．７６３ ０．０８９
２０～２４ －０．０２０ ０．０２４ １９８１ －０．０４０ ０．０２３ １９１１～１５ ０．８２１ ０．０５８
２５～２９ －０．０１２ ０．０２０ １９８２ －０．０３３ ０．０２２ １９１６～２０ ０．８５９ ０．０４８
３０～３４ ０．００８ ０．０１６ １９８３ －０．０１９ ０．０２１ １９２１～２５ ０．８９４ ０．０４１
３５～３９ ０．０１６ ０．０１３ １９８４ －０．０２８ ０．０２１ １９２６～３０ ０．８９１ ０．０３５
４０～４４ ０．００６ ０．０１０ １９８５ －０．０３５ ０．０２０ １９３１～３５ ０．８３０ ０．０３０
４５～４９ －０．００７ ０．０１０ １９８６ －０．０３２ ０．０１９ １９３６～４０ ０．７５８ ０．０２６
５０～５４ －０．００６ ０．０１３ １９８７ －０．０２１ ０．０１９ １９４１～４５ ０．６８６ ０．０２３
５５～５９ ０．００６ ０．０１６ １９８８ －０．０３０ ０．０１８ １９４６～５０ ０．５６３ ０．０２１
６０～６４ ０．０１６ ０．０２０ １９８９ －０．０４４ ０．０１８ １９５１～５５ ０．３７３ ０．０２１
６５～６９ ０．０１２ ０．０２４ １９９０ －０．０５６ ０．０１７ １９５６～６０ ０．１６０ ０．０２１
７０～７４ ０．００７ ０．１２７ １９９１ －０．０６３ ０．０１７ １９６１～６５ －０．０５０ ０．０２３
sum ０．０００ １９９２ －０．０６１ ０．０１７ １９６６～７０ －０．２５０ ０．０２５
１９９３ －０．０５６ ０．０１６ １９７１～７５ －０．４７６ ０．０３０
１９９４ －０．０４９ ０．０１６ １９７６～８０ －０．７０６ ０．０３４
１９９５ －０．０５５ ０．０１６ １９８１～８５ －０．９５９ ０．０４０
１９９６ －０．０５９ ０．０１６ １９８６～９０ －１．３２０ ０．０４６
１９９７ －０．０５５ ０．０１６ １９９１～９５ －１．７２５ ０．０５５
１９９８ －０．０５６ ０．０１６ １９９６～ －２．１１３ ０．０７２
１９９９ －０．０４６ ０．０１６ sum －０．００１
２０００ －０．０２５ ０．０１６
２００１ ０．００４ ０．０１６
２００２ ０．０２４ ０．０１７
２００３ ０．０１６ ０．０１７
２００４ ０．０２２ ０．０１７
２００５ ０．０３８ ０．０１８
２００６ ０．０３０ ０．０１８
２００７ ０．０４９ ０．０１９
２００８ ０．０８４ ０．０１９
２００９ ０．１１１ ０．０２０
２０１０ ０．０９２ ０．０２０
２０１１ ０．０９３ ０．０２１
２０１２ ０．０９８ ０．０２２
２０１３ ０．１０７ ０．０２３
２０１４ ０．１２１ ０．０２５
sum －０．００３
出所：付録表６を中村のベイズ型モデルで分解．
食料消費のコウホート分析――将来予測の手段に絞って
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の時代効果の動きの背景に何があったのか，可能な限り諸価格や所得などの要因，さらには外食や
加工品商品の増大など，客観的な計測および専門家たちの観察による説明が求められる。コウホー
ト分解によって推定される時代効果が，他の２効果に比べ量的に無視しうるほど小さく／ないし少
なくとも最近１０年くらいは安定していれば，５～１０年先の近未来の時代効果は最近数年間と変わら
ないと想定することが許されるかもしれないが，米のケースに限らず飲用牛乳の場合も，「まあこ
れ以上低下はしないだろう」と楽観するわけにはいかない。
まずは伝統的経済理論の基づき，個人の食料消費は所得と当該品目および関連すると思われる諸
品目の価格によって決定されるとする想定をモデルに取り込んで，コウホート分析を試みよう。「拡
大コウホート」モデルである。
６．経済変数を組み込んだ「拡大コウホート」モデルを適用して予測する
Stewart and Blisard（２００８）は，米国における野菜消費のコウホート分析を実行するに当たって，
年齢・時代・世代の３効果に加え，価格と所得の経済変数を導入し，モデルを拡大（“augment”）
した。我々もかれらに倣って，ベイズ型の解法に経済変数を組み込んで，「拡大コウホート」モデ
ルを開発し（三枝・森，２０１２），需要の構造変化のより正しい把握に努めてきた（森・三枝，１０１３；
森，２０１５；など）。
表７は，付録表１の生鮮野菜消費のコウホート表を，経済変数を組み込んだ「拡大コウホート」
モデルで分解した結果である。経済変数として，最初に１人当たり所得の代理変数として，成人換
算１人当たり世帯の総消費支出（２０１０年＝１００の CPI総合で実質化，以下同じ）と，野菜，米，鮮
魚，生鮮肉，飲用牛乳，および生鮮果物のそれぞれ総世帯平均購入価格２）を無差別に組み込み，対
数換算してコウホート分解する。自己価格と所得は最後まで残し，ABICを最小にするような変数
の取捨選択をする。推定された弾力性の符号や標準誤差に問題がありそうでも，ABIC min！の原
則に従った。３効果のみの分解結果，表１Aと比べて，時代効果の振幅の大きさは顕著に低下し，
全期間を通してかなり水平に近づいたが，２００９年以降はややプラスの値が続いている。世代効果に
関し，戦前・戦中出生コウホートはプラス，戦後の窮乏期後出生コウホートは逓減的にマイナスを
示す構造は変わらないが，「拡大モデル」の結果の方が負の傾きが小さい。他方年齢効果に関して
は，４０歳代前半以下はマイナス，４０歳代後半以上はプラスを示す構造は同じだが，若年・中年・高
年間の格差幅はやや広がっているように見える。これまでに実行した幾例かの分析経験から，ある
程度予想されていた結果である。
２）購入単価を CPI総合（２０１０＝１００）で実質化し，さらにそれぞれ２０１０年価格を１００として指数化し，対数値をとっ
た。以下の計算ではこれらの指数化した値を用いる。
表８，９，１０，１１，および１２は，それぞれ米，鮮魚，生鮮肉，飲用牛乳，生鮮果物の年齢階級別
消費（付録掲載のコウホート表）を，前節に述べた生鮮野菜の要領で「拡大コウホート」モデルで
分解した結果を示している。
「拡大コウホート」分解による結果，表７を使って，上同様２０２０年における５０～５４歳階級の１人
当たり生鮮野菜平均消費量を予測してみよう。方式は次の（３）式である。
X５０～５４,２０２０＝B＋A５０～５４＋P２０２０＋C１９６６～７０－．３８７P野菜＋０．２３４P肉＋．０１６P魚＋．０５３P米＋．１２２Exp＋e （３）
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表７ 生鮮野菜消費の拡大コウホート分解，１９８０～２０１４年
野菜の自己価格弾力性＝－．３８７（．０５９）；肉類価格の交差弾力性＝．２３４（．１０８）
鮮魚価格の交差弾力性＝．０１６（．１１４）；米価格の交差弾力性＝．０５３（．０５７）
所得弾力性＝．１２２（．１９８）
総平均効果＝３．８２１（１．０６８） （自然対数換算）
年齢効果
年齢階級 SE
時代効果
年次
世代効果
出生年
１５～１９歳 －０．２６５ ０．０２３ １９８０ ０．０２５ ０．０２４ １９０６～１０年 ０．０４９ ０．０４４
２０～２４ －０．２１３ ０．０２３ １９８１ ０．０１５ ０．０２２ １９１１～１５ ０．１０３ ０．０４５
２５～２９ －０．１７３ ０．０２４ １９８２ ０．００９ ０．０２２ １９１６～２０ ０．１３３ ０．０４６
３０～３４ －０．１４１ ０．０２５ １９８３ ０．００７ ０．０２２ １９２１～２５ ０．１５６ ０．０４５
３５～３９ －０．１０２ ０．０２８ １９８４ ０．００９ ０．０２１ １９２６～３０ ０．１９２ ０．０４４
４０～４４ －０．０３６ ０．０３１ １９８５ ０．０１２ ０．０２２ １９３１～３５ ０．２００ ０．０４１
４５～４９ ０．０３６ ０．０３１ １９８６ ０．０１１ ０．０２２ １９３６～４０ ０．１８８ ０．０３８
５０～５４ ０．０９９ ０．０２８ １９８７ ０．００１ ０．０２２ １９４１～４５ ０．１７２ ０．０３５
５５～５９ ０．１５９ ０．０２５ １９８８ －０．００１ ０．０２２ １９４６～５０ ０．１２１ ０．０３５
６０～６４ ０．２０６ ０．０２４ １９８９ －０．００６ ０．０２２ １９５１～５５ ０．０４７ ０．０３４
６５～６９ ０．２３０ ０．０２３ １９９０ －０．００７ ０．０２１ １９５６～６０ －０．０１７ ０．０３４
７０～７４ ０．１９９ ０．０２３ １９９１ －０．００１ ０．０２２ １９６１～６５ －０．０４７ ０．０３６
注：（ ）内は SE．以下同じ．
sum －０．００１ １９９２ ０．００７ ０．０２２ １９６６～７０ －０．０６８ ０．０４
１９９３ ０．００９ ０．０２１ １９７１～７５ －０．０９７ ０．０４１
１９９４ ０．０１１ ０．０２２ １９７６～８０ －０．１４８ ０．０４４
１９９５ ０．０１０ ０．０２１ １９８１～８５ －０．２１０ ０．０４５
１９９６ ０．０１３ ０．０２１ １９８６～９０ －０．２４５ ０．０４５
１９９７ ０．００４ ０．０２１ １９９１～９５ －０．２６２ ０．０４５
１９９８ ０．００７ ０．０２２ １９９６～ －０．２６５ ０．０４４
１９９９ －０．００３ ０．０２１ sum ０．００２
２０００ －０．０１３ ０．０１９
２００１ －０．０２０ ０．０１９
２００２ －０．０１５ ０．０１９
２００３ －０．０２９ ０．０１８
２００４ －０．０３６ ０．０１８
２００５ －０．０３７ ０．０１７
２００６ －０．０３７ ０．０１７
２００７ －０．０２７ ０．０１９
２００８ －０．００９ ０．０１９
２００９ ０．０１０ ０．０２０
２０１０ ０．００９ ０．０２１
２０１１ ０．００９ ０．０２１
２０１２ ０．００９ ０．０２２
２０１３ ０．０２２ ０．０２４
２０１４ ０．０３０ ０．０２５
sum －０．００２
出所：付録表１を三枝の「拡大モデル」で分解．
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表８ 米消費の拡大コウホート分解，１９８０～２０１４年
米の自己価格弾力性＝．００５（．１１８）；肉類の交差価格弾力性＝．３２３（．２２６）
鮮魚の交差価格弾力性＝－．２４６（．２３９）
所得弾力性＝－．７０２（．４１２）
総平均効果＝６．５７８（２．３１７） （自然対数換算）
年齢効果
年齢階級 SE
時代効果
年次
世代効果
出生年
１５～１９歳 ０．０３８ ０．０４５ １９８０ ０．１５２ ０．０５３ １９０６～１０年 ０．１４４ ０．０８７
２０～２４ －０．２０９ ０．０４６ １９８１ ０．１４３ ０．０４８ １９１１～１５ ０．１７４ ０．０８８
２５～２９ －０．２９０ ０．０４８ １９８２ ０．１５１ ０．０４８ １９１６～２０ ０．１９３ ０．０８９
３０～３４ －０．２２９ ０．０５０ １９８３ ０．１５０ ０．０４７ １９２１～２５ ０．２３６ ０．０８９
３５～３９ －０．１０５ ０．０５５ １９８４ ０．１４２ ０．０４７ １９２６～３０ ０．２８６ ０．０８７
４０～４４ ０．０２２ ０．０６１ １９８５ ０．１４６ ０．０４８ １９３１～３５ ０．３３０ ０．０８１
４５～４９ ０．０８０ ０．０６１ １９８６ ０．１５０ ０．０４８ １９３６～４０ ０．３４４ ０．０７５
５０～５４ ０．０９４ ０．０５５ １９８７ ０．１２７ ０．０４９ １９４１～４５ ０．３１６ ０．０６９
５５～５９ ０．１２３ ０．０５０ １９８８ ０．０８７ ０．０４７ １９４６～５０ ０．２５０ ０．０６７
６０～６４ ０．１５８ ０．０４８ １９８９ ０．０７５ ０．０４８ １９５１～５５ ０．１５２ ０．０６７
６５～６９ ０．１８７ ０．０４６ １９９０ ０．０７４ ０．０４７ １９５６～６０ ０．０４３ ０．０６７
７０～７４ ０．１３０ ０．０４５ １９９１ ０．０７９ ０．０４７ １９６１～６５ －０．０１２ ０．０７０
sum －０．００１ １９９２ ０．０７４ ０．０４７ １９６６～７０ －０．０４４ ０．０７７
１９９３ ０．０７６ ０．０４４ １９７１～７５ －０．１１６ ０．０８１
１９９４ ０．０１１ ０．０４７ １９７６～８０ －０．２３４ ０．０８７
１９９５ ０．００１ ０．０４６ １９８１～８５ －０．４０２ ０．０８９
１９９６ ０．００７ ０．０４４ １９８６～９０ －０．５２９ ０．０８９
１９９７ －０．００７ ０．０４７ １９９１～９５ －０．５７８ ０．０８８
１９９８ －０．０１４ ０．０４８ １９９６～ －０．５５４ ０．０８７
１９９９ －０．０３３ ０．０４６ sum －０．００１
２０００ －０．０１６ ０．０４２
２００１ －０．０２８ ０．０４０
２００２ －０．０４８ ０．０４２
２００３ －０．０７１ ０．０３９
２００４ －０．１０７ ０．０３９
２００５ －０．１１８ ０．０３６
２００６ －０．１３３ ０．０３７
２００７ －０．１２１ ０．０３９
２００８ －０．１０９ ０．０４０
２００９ －０．１１６ ０．０４２
２０１０ －０．１０３ ０．０４４
２０１１ －０．１２６ ０．０４３
２０１２ －０．１３６ ０．０４８
２０１３ －０．１５５ ０．０５３
２０１４ －０．２０４ ０．０５４
sum ０．０００
出所：付録表２を三枝「拡大モデル」で分解．
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表９ 鮮魚消費の拡大コウホート分解，１９８０～２０１４年
鮮魚の自己価格化弾力性＝－０．６５０（．１６８）；肉類価格の交差弾力性＝０．２７０（．１６０）；
野菜価格の交差弾力性＝－０．１３５（．０９）
所得弾力性＝．４３３（．２８４）
総平均効果＝２．５８６（１．５６） （自然対数換算）
年齢効果
年齢階級 SE
時代効果
年次
世代効果
出生年
１５～１９歳 －０．０３２ ０．０３４ １９８０ ０．０２８ ０．０２９ １９０６～１０年 ０．４５９ ０．０６５
２０～２４ －０．０８２ ０．０３４ １９８１ ０．０１６ ０．０２８ １９１１～１５ ０．５０２ ０．０６６
２５～２９ －０．１５０ ０．０３６ １９８２ ０．００３ ０．０２８ １９１６～２０ ０．５０９ ０．０６８
３０～３４ －０．１０９ ０．０３７ １９８３ ０．００２ ０．０２７ １９２１～２５ ０．５１４ ０．０６７
３５～３９ －０．０７２ ０．０４１ １９８４ ０．０００ ０．０２６ １９２６～３０ ０．５１０ ０．０６６
４０～４４ －０．０２４ ０．０４５ １９８５ ０．００４ ０．０２８ １９３１～３５ ０．４８７ ０．０６３
４５～４９ ０．０３７ ０．０４５ １９８６ ０．００７ ０．０２９ １９３６～４０ ０．４８１ ０．０５８
５０～５４ ０．０９２ ０．０４１ １９８７ ０．００３ ０．０３ １９４１～４５ ０．４７０ ０．０５２
５５～５９ ０．１１９ ０．０３７ １９８８ －０．００３ ０．０２９ １９４６～５０ ０．４１０ ０．０５１
６０～６４ ０．１１６ ０．０３６ １９８９ ０．００２ ０．０２８ １９５１～５５ ０．２８９ ０．０５１
６５～６９ ０．０８５ ０．０３４ １９９０ ０．００９ ０．０２８ １９５６～６０ ０．１３１ ０．０５１
７０～７４ ０．０２０ ０．０３４ １９９１ ０．０２６ ０．０２９ １９６１～６５ －０．０３０ ０．０５３
sum ０．０００ １９９２ ０．０４９ ０．０２９ １９６６～７０ －０．１５４ ０．０６１
１９９３ ０．０５３ ０．０２８ １９７１～７５ －０．２６８ ０．０６２
１９９４ ０．０４９ ０．０２９ １９７６～８０ －０．４３０ ０．０６７
１９９５ ０．０４５ ０．０３ １９８１～８５ －０．６４１ ０．０６７
１９９６ ０．０２７ ０．０２９ １９８６～９０ －０．８８０ ０．６０８
１９９７ ０．０２６ ０．０３ １９９１～９５ －１．１４９ ０．０６６
１９９８ ０．０３１ ０．０３１ １９９６～ －１．２０９ ０．０６５
１９９９ ０．０２４ ０．０２９ sum ０．００１
２０００ ０．０１９ ０．０２７
２００１ ０．０２９ ０．０２５
２００２ ０．０３５ ０．０２５
２００３ ０．０１５ ０．０２４
２００４ －０．００２ ０．０２４
２００５ －０．０１０ ０．０２４
２００６ －０．０１３ ０．０２５
２００７ －０．０２１ ０．０２６
２００８ －０．０３３ ０．０２６
２００９ －０．０４４ ０．０２７
２０１０ －０．０６３ ０．０２８
２０１１ －０．０７７ ０．０２８
２０１２ －０．０８５ ０．０２９
２０１３ －０．０７７ ０．０３１
２０１４ －０．０７３ ０．０３３
sum ０．００１
出所：付録表３を三枝の「拡大モデル」で分解．
食料消費のコウホート分析――将来予測の手段に絞って
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表１０ 生鮮肉消費の拡大コウホート分解，１９８０～２０１４年
生鮮肉の自己価格弾力性＝－．２５５（．１４１）；鮮魚の交差価格弾力性＝．２０４（．１４４）
牛乳の交差価格弾力性＝．２７４（．１８３）；野菜の交差価格弾力性＝－．１５１（．０６８）
所得弾力性＝．１９４
総平均効果＝１．２３８（１．９０２） （自然対数換算）
年齢効果
年齢階級 SE
時代効果
年次
世代効果
出生年
１５～１９歳 ０．１７０ ０．０２５ １９８０ －０．０２１ ０．０３０ １９０６～１０年 －０．２０７ ０．０４８
２０～２４ －０．０３１ ０．０２５ １９８１ －０．０２７ ０．０２９ １９１１～１５ －０．２１８ ０．０４９
２５～２９ －０．０７７ ０．０２７ １９８２ －０．０２３ ０．０３０ １９１６～２０ －０．１９６ ０．０５０
３０～３４ －０．０７９ ０．０２８ １９８３ －０．０３５ ０．０２９ １９２１～２５ －０．１５６ ０．０４９
３５～３９ －０．０４４ ０．０３０ １９８４ －０．０２３ ０．０３０ １９２６～３０ －０．０８４ ０．０４８
４０～４４ ０．０２７ ０．０３４ １９８５ －０．０１９ ０．０３２ １９３１～３５ －０．０２９ ０．０４５
４５～４９ ０．０７０ ０．０３４ １９８６ －０．０２０ ０．０３２ １９３６～４０ ０．０２１ ０．０４１
５０～５４ ０．０６９ ０．０３０ １９８７ －０．０２８ ０．０３１ １９４１～４５ ０．０７９ ０．０３８
５５～５９ ０．０５０ ０．０８２ １９８８ －０．０４２ ０．０２９ １９４６～５０ ０．０９６ ０．０３７
６０～６４ ０．０３６ ０．０２７ １９８９ －０．０３８ ０．０２７ １９５１～５５ ０．０７６ ０．３７０
６５～６９ －０．０４１ ０．０２５ １９９０ －０．０３２ ０．０２６ １９５６～６０ ０．０４７ ０．０３７
７０～７４ －０．１５０ ０．０２５ １９９１ －０．０２７ ０．０２７ １９６１～６５ ０．０５４ ０．０３８
sum ０．０００ １９９２ －０．０３８ ０．０２８ １９６６～７０ ０．０９７ ０．４２０
１９９３ －０．０１５ ０．０２６ １９７１～７５ ０．１２７ ０．９４５
１９９４ －０．０１７ ０．０２８ １９７６～８０ ０．１１７ ０．０４８
１９９５ －０．０１８ ０．０２８ １９８１～８５ ０．０８１ ０．０４９
１９９６ －０．０３２ ０．０２９ １９８６～９０ ０．０３９ ０．０５０
１９９７ －０．０２２ ０．０３１ １９９１～９５ ０．０２４ ０．０４９
１９９８ －０．０１９ ０．０３２ １９９６～ ０．０３０ ０．０４８
１９９９ －０．０１８ ０．０３１ sum －０．００２
２０００ －０．０２６ ０．０２８
２００１ －０．０５８ ０．０２７
２００２ －０．０４０ ０．０２４
２００３ －０．０３２ ０．０２１
２００４ －０．０２５ ０．０２１
２００５ －０．００２ ０．０２１
２００６ ０．００４ ０．０２１
２００７ ０．０２３ ０．０２３
２００８ ０．０５２ ０．０２２
２００９ ０．０７８ ０．０２３
２０１０ ０．０８３ ０．０２６
２０１１ ０．０８９ ０．０２５
２０１２ ０．０９５ ０．０２５
２０１３ ０．１３１ ０．０２８
２０１４ ０．１４３ ０．０３０
sum ０．００１
出所：付録表４を三枝の「拡大モデル」で分解．
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表１１ 飲用牛乳消費の拡大コウホート分解，１９８０～２０１４年
牛乳の自己価格弾力性＝．４２４（．２６）；パン類の交差価格弾力性＝．１１５（．１０９）
米の交差価格弾力性＝－．１６２（．１９６）
所得弾力性＝１．０７２（．４１）
総平均効果＝．０９６（２．８８） （自然対数換算）
年齢効果
年齢階級 SE
時代効果
年次
世代効果
出生年
１５～１９歳 ０．０７６ ０．０３９ １９８０ ０．００３ ０．０４１ １９０６～１０年 －０．０６３ ０．０７５
２０～２４ －０．０５７ ０．０４０ １９８１ ０．０１２ ０．０３９ １９１１～１５ －０．００９ ０．０７６
２５～２９ －０．１３５ ０．０４１ １９８２ ０．００９ ０．０４１ １９１６～２０ ０．０４０ ０．０７７
３０～３４ －０．０７６ ０．０４３ １９８３ ０．００９ ０．０４２ １９２１～２５ ０．０８５ ０．０７７
３５～３９ －０．０８０ ０．０４７ １９８４ ０．０００ ０．０４３ １９２６～３０ ０．１４５ ０．０７５
４０～４４ －０．０４７ ０．０５２ １９８５ －０．０１７ ０．０４２ １９３１～３５ ０．１４５ ０．０７１
４５～４９ －０．０５３ ０．０５２ １９８６ －０．０３０ ０．０４０ １９３６～４０ ０．１３４ ０．０６７
５０～５４ －０．０７２ ０．０４７ １９８７ －０．０１９ ０．０３７ １９４１～４５ ０．１３８ ０．０６１
５５～５９ －０．０１６ ０．０４３ １９８８ －０．０１５ ０．０３６ １９４６～５０ ０．１７１ ０．０５９
６０～６４ ０．０７４ ０．０４２ １９８９ ０．０１１ ０．０３６ １９５１～５５ ０．２３４ ０．０５８
６５～６９ ０．１６０ ０．０４０ １９９０ ０．０１７ ０．０３５ １９５６～６０ ０．２３８ ０．０５９
７０～７４ ０．２２５ ０．０３９ １９９１ ０．００７ ０．０３５ １９６１～６５ ０．１７３ ０．０６２
sum －０．００１ １９９２ ０．００３ ０．０３５ １９６６～７０ ０．０６２ ０．０６８
１９９３ ０．００７ ０．０３６ １９７１～７５ －０．０３７ ０．０７０
１９９４ ０．０３６ ０．０３７ １９７６～８０ －０．１２３ ０．０７５
１９９５ ０．０４８ ０．０３７ １９８１～８５ －０．２０５ ０．０７７
１９９６ ０．０６１ ０．０３７ １９８６～９０ －０．２８８ ０．０７７
１９９７ ０．０７１ ０．０３９ １９９１～９５ －０．３７６ ０．０７６
１９９８ ０．０７１ ０．０３８ １９９６～ －０．４６３ ０．０７５
１９９９ ０．０６６ ０．０３８ sum ０．００１
２０００ ０．０６７ ０．０３８
２００１ ０．０５４ ０．０３８
２００２ ０．０５４ ０．０３７
２００３ ０．０５２ ０．０３５
２００４ ０．０２８ ０．０３５
２００５ ０．００６ ０．０３６
２００６ －０．０１９ ０．０３７
２００７ －０．０５０ ０．０３８
２００８ －０．０６１ ０．０３８
２００９ －０．０５８ ０．０４０
２０１０ －０．０５４ ０．０４１
２０１１ －０．０６９ ０．０４０
２０１２ －０．０８８ ０．０４１
２０１３ －０．１０６ ０．０４３
２０１４ －０．１０５ ０．０４４
sum ０．００１
出所：付録表５を三枝の「拡大モデル」で分解．
食料消費のコウホート分析――将来予測の手段に絞って
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表１２ 生鮮果物消費の拡大コウホート分解，１９８０～０１４年
果物の自己価格弾力性＝－．３９８（．１４４）；野菜の交差価格弾力性＝－．１８２（．１４１）
鮮魚の交差価格弾力性＝－．０３３（．２５５）；肉類の交差価格弾力性＝．０３１（．２１８）；
所得弾力性＝．２４３（．４０２）
総平均効果＝４．１４６（２．２０３） （自然対数換算）
年齢効果
年齢階級 SE
時代効果
年次
世代効果
出生年
１５～１９歳 －０．０３３ ０．０２０ １９８０ －０．０４７ ０．０３８ １９０６～１０年 ０．７５２ ０．０４０
２０～２４ －０．０２５ ０．０１９ １９８１ －０．０５３ ０．０３６ １９１１～１５ ０．８１０ ０．０４２
２５～２９ －０．０１７ ０．０２０ １９８２ －０．０５１ ０．０３６ １９１６～２０ ０．８５１ ０．０４５
３０～３４ ０．００６ ０．０２０ １９８３ －０．０３７ ０．０３４ １９２１～２５ ０．８８８ ０．０４５
３５～３９ ０．０１５ ０．０２１ １９８４ －０．０３９ ０．０３４ １９２６～３０ ０．８８５ ０．０４７
４０～４４ ０．００６ ０．０２２ １９８５ －０．０３７ ０．０３６ １９３１～３５ ０．８２６ ０．０４９
４５～４９ －０．００７ ０．０２２ １９８６ －０．０３９ ０．０３８ １９３６～４０ ０．７５４ ０．０５０
５０～５４ －０．００５ ０．０２１ １９８７ －０．０３４ ０．０３８ １９４１～４５ ０．６８３ ０．０３８
５５～５９ ０．００９ ０．０２０ １９８８ －０．０３２ ０．０３７ １９４６～５０ ０．５６１ ０．０３４
６０～６４ ０．０２１ ０．０２０ １９８９ －０．０２８ ０．０３５ １９５１～５５ ０．３７２ ０．０３３
６５～６９ ０．０１７ ０．０２０ １９９０ －０．０１７ ０．０３５ １９５６～６０ ０．１６１ ０．０３５
７０～７４ ０．０１３ ０．０２０ １９９１ －０．０１１ ０．０３５ １９６１～６５ －０．０４８ ０．０４０
sum ０．０００ １９９２ －０．０１９ ０．０３５ １９６６～７０ －０．２４６ ０．０５７
１９９３ －０．０３１ ０．０３４ １９７１～７５ －０．４７２ ０．０４３
１９９４ －０．０２７ ０．０３４ １９７６～８０ －０．７００ ０．０５０
１９９５ －０．０３５ ０．０３４ １９８１～８５ －０．９５２ ０．０４６
１９９６ －０．０４３ ０．０３４ １９８６～９０ －１．３１１ ０．０４６
１９９７ －０．０４８ ０．０３５ １９９１～９５ －１．７１６ ０．０４２
１９９８ －０．０４８ ０．０３５ １９９６～ －２．０９７ ０．０４１
１９９９ －０．０４４ ０．０３３ sum ０．００１
２０００ －０．０３４ ０．０２９
２００１ －０．０１２ ０．０２８
２００２ ０．０００ ０．０２７
２００３ －０．００３ ０．０２５
２００４ ０．００５ ０．０２５
２００５ ０．０１８ ０．０２６
２００６ ０．０１８ ０．０２７
２００７ ０．０３９ ０．０２９
２００８ ０．０６５ ０．０３０
２００９ ０．０８８ ０．０３１
２０１０ ０．０８５ ０．０３２
２０１１ ０．０９４ ０．０３２
２０１２ ０．１０５ ０．０３３
２０１３ ０．１１７ ０．０３６
２０１４ ０．１３３ ０．０３９
sum －０．００３
出所：付録表６を三枝の「拡大モデル」で分解．
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P野菜＝野菜の２０１０年の実質平均価格を１００として指数化した値の自然対数値。以下準ず。
Exp＝成人１人当り実質消費支出。
２０２０年における野菜，生鮮肉，鮮魚，米の実質価格，および１人当たり実質消費支出は不明だが，
仮にそれぞれ最近５か年，２０１０～１４年の平均を維持すると仮定する。
X５０～５４,２０２０＝３．８２１＋０．０９９＋P２０２０－０．０６８－．３８７＊４．５８５＋．２３４＊４．６０８＋．０１６＊４．６３９＋．０５３＊４．６２５
＋．１２２＊５．０３９＝４．０９０＋P２０２０
経済諸変数を組み込んでコウホート分解しても，時代効果は限りなくゼロに接近することはなく，
特に２００９年以降はコンスタントにプラスの値を示している。しかしここでは２０２０年にも最近５か年
の平均に近い水準，０．０１６を保つと仮定する。とすると，X５０～５４,２０２０＝４．１０６，実数値は，６０．７０と推
定される。選択された５０～５４歳階級については，先の通常コウホートモデルで推定した値と大きく
変わらないが，「拡大コウホート」モデルで決定された年齢効果並びに世代効果は，先の表１Aと
はかなり異なって推計されているから，年齢階級によっては，両者の差は無視し得ぬほど大きいか
表１３ 生鮮野菜・米・鮮魚・生鮮肉・飲用牛乳・生鮮果物の年齢階級別家計消費の予測
―三枝の拡大コウホートモデルを用いて，２０１５年，２０２０年，および２０２５年（kg／１人）
出所：三枝の「拡大コウホートモデル」を用いて森が算出．
飲用牛乳 ２０１５ ２０２０ ２０２５
１５～１９歳 １７．４４ １７．４４ NA
２０～２４ １６．６６ １５．２７ １５．２７
２５～２９ １６．８３ １５．４１ １４．１３
３０～３４ １９．３９ １７．８５ １６．３５
３５～３９ ２０．９７ １９．３２ １７．７８
４０～４４ ２３．６２ ２１．６７ １９．９７
４５～４９ ２５．９２ ２３．４８ ２１．５４
５０～５４ ２８．４２ ２５．４３ ２３．０３
５５～５９ ３２．０７ ３０．０５ ２６．９０
６０～６４ ３４．９５ ３５．０９ ３２．８８
６５～６９ ３５．７７ ３８．０９ ３８．２４
７０～７４ ３６．９３ ３８．１７ ４０．６５
果物 ２０１５ ２０２０ ２０２５
１５～１９歳 １．９８ １．９８ NA
２０～２４ ２．９２ ２．００ ２．００
２５～２９ ４．４２ ２．９５ ２．０１
３０～３４ ６．４８ ４．５２ ３．０２
３５～３９ ８．４１ ６．５３ ４．５６
４０～４４ １０．４６ ８．３３ ６．４８
４５～４９ １２．９５ １０．３３ ８．２２
５０～５４ １５．８２ １２．９７ １０．３５
５５～５９ １９．７７ １６．０４ １３．１６
６０～６４ ２４．７０ ２０．０１ １６．２３
６５～６９ ２９．７３ ２４．６１ １９．９３
７０～７４ ３３．４５ ２９．６１ ２４．５１
米 ２０１５ ２０２０ ２０２５
１５～１９歳 １５．６４ １５．６４ NA
２０～２４ １１．９３ １２．２２ １２．２２
２５～２９ １１．５５ １１．００ １１．２７
３０～３４ １３．９４ １２．２８ １１．６９
３５～３９ １８．６７ １５．７８ １３．９０
４０～４４ ２３．８６ ２１．２０ １７．９２
４５～４９ ２７．１７ ２５．２８ ２２．４７
５０～５４ ２８．４５ ２７．５５ ２５．６４
５５～５９ ３０．９４ ２９．２８ ２８．３６
６０～６４ ３５．７３ ３２．０４ ３０．３３
６５～６９ ４０．５７ ３６．７８ ３２．９８
７０～７４ ４０．９４ ３８．３２ ３４．７４
鮮魚 ２０１５ ２０２０ ２０２５
１５～１９歳 ２．８９ ２．８９ NA
２０～２４ ２．９２ ２．７５ ２．７５
２５～２９ ３．５７ ２．７３ ２．５７
３０～３４ ４．７３ ３．７２ ２．８４
３５～３９ ６．０６ ４．９０ ３．８６
４０～４４ ７．４７ ６．３５ ５．１４
４５～４９ ８．９０ ７．９４ ６．７５
５０～５４ １０．６４ ９．４０ ８．３９
５５～５９ １２．８５ １０．９４ ９．６６
６０～６４ １５．００ １２．８１ １０．９０
６５～６９ １６．４１ １４．５４ １２．４２
７０～７４ １６．３３ １５．３８ １３．６３
野菜 ２０１５ ２０２０ ２０２５
１５～１９歳 ３４．６４ ３４．６４ NA
２０～２４ ３６．６０ ３６．４９ ３６．４９
２５～２９ ３８．７４ ３８．０９ ３７．９８
３０～３４ ４１．４３ ４０．００ ３９．３３
３５～３９ ４５．８３ ４３．０８ ４１．６０
４０～４４ ５１．５２ ４８．９６ ４６．０２
４５～４９ ５７．００ ５５．３７ ５２．６１
５０～５４ ６１．９９ ６０．７０ ５８．９７
５５～５９ ６７．８３ ６５．８３ ６４．４６
６０～６４ ７５．７９ ７１．０９ ６８．９９
６５～６９ ８３．６０ ７７．６３ ７２．８２
７０～７４ ８５．２９ ８１．０４ ７５．２６
生鮮肉 ２０１５ ２０２０ ２０２５
１５～１９歳 １７．５０ １７．５０ NA
２０～２４ １４．２２ １４．３１ １４．３１
２５～２９ １３．７９ １３．５９ １３．６７
３０～３４ １４．３５ １３．７６ １３．５６
３５～３９ １５．４１ １４．８６ １４．２５
４０～４４ １６．７１ １６．５４ １５．９６
４５～４９ １６．９３ １７．４４ １７．２７
５０～５４ １６．２０ １６．９１ １７．４３
５５～５９ １５．７８ １５．８９ １６．５９
６０～６４ １６．０２ １５．５６ １５．６７
６５～６９ １５．１３ １４．８４ １４．４１
７０～７４ １３．３４ １３．５７ １３．３０
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もしれない。筆者らは，「拡大モデル」によって決定された年齢および世代効果の方が，それぞれ
より純粋に近い値で推計されていると推測するので，それらの推計値を基礎に年齢階級別消費を予
測する方が，理論的に正しいと考える。
表１３は，前パラグラフで５０～５４歳階級の生鮮野菜の２０２０年における平均消費量を予測したと同じ
要領で，１５～１９歳から７０～７４歳まで１２個の年齢階級の，２０１５年，２０２０年，２０２５年における１人当た
り平均消費量（換算）を予測した結果を示している。家計消費を取り巻く経済環境，成人１人当
たり実質所得（総消費支出で代理）と拡大コウホート分解に用いた関連諸品目の実質価格は，最近
５か年，２０１０～２０１４年の単純平均を維持すると仮定した。また，時代効果は最近５か年の（単純）
平均水準が維持されると仮定したが，どの品目についても実数換算でせいぜい１未満の誤差だが，
将来予測の仮定としては無視し得ぬ問題を抱えている。「拡大モデル」で分解した方が時代効果の
ブレ，振幅と傾きは縮小しているが，ほとんどフラットとは見なし難い。２００５年からの１０年間の動
きを観察すると，野菜（表７），生鮮肉（表１０）と果物（表１２）の場合は明らかに逓増的，米（表
８），鮮魚（表９）と牛乳（表１１）の場合は，明らかに逓減的傾向を示している。だからと言って，
それらの傾向が今後５～１０年間そのまま引き継がれるかどうかは何とも言えない。最近５か年の平
均水準に留まるとの仮定は，常識的に無難な線かもしれない。経済環境に関する仮定同様，時代効
果の先行きについても，予測者の持つ情報と目的などに応じて，意図的に微調整することは自由で
ある。言うまでもないが，年齢および世代効果については意図的な操作は許されない。
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６
５５
．１
５
５４
．０
４
５４
．１
７
５４
．５
９
５３
．８
８
５４
．７
４
５３
．８
７
４０
～４
４
７５
．８
９
７５
．２
８
７８
．２
６
７５
．１
７
７３
．５
６
７３
．８
２
７２
．８
６
７０
．８
６
７１
．４
０
６８
．６
４
６６
．５
８
６４
．６
７
６６
．７
０
６３
．６
６
６２
．１
１
６０
．４
７
６３
．９
５
５９
．４
５
４５
～４
９
８４
．６
８
８１
．８
７
８５
．１
７
８２
．１
８
８１
．８
９
８２
．８
２
８３
．１
４
７９
．０
５
７８
．４
７
７８
．５
６
７６
．９
２
７３
．８
０
７５
．８
４
７３
．２
８
７２
．７
６
７２
．６
４
７２
．２
０
６８
．４
０
５０
～５
４
８９
．８
０
８８
．６
８
９１
．１
６
９０
．４
９
８８
．２
４
８９
．４
２
８９
．０
５
８６
．１
４
８３
．２
１
８３
．５
０
８１
．８
０
７９
．４
８
８３
．６
２
７９
．６
６
８１
．３
７
７９
．１
７
８０
．７
８
７７
．２
３
５５
～５
９
９１
．２
０
９１
．９
７
９５
．４
２
９０
．５
６
９３
．６
２
９４
．５
９
９４
．６
１
９２
．１
３
９０
．１
０
８９
．２
４
８６
．１
７
８５
．５
６
８７
．６
８
８５
．８
８
８６
．４
７
８５
．７
９
８９
．１
５
８６
．４
５
６０
～６
４
９４
．４
９
９２
．１
６
９４
．９
９
９０
．５
３
９３
．９
４
９８
．６
７
９７
．０
２
９４
．６
７
９２
．６
４
９０
．８
７
９１
．３
６
８８
．８
９
９２
．４
７
９０
．５
５
９１
．４
２
８９
．４
３
９２
．３
１
９１
．４
９
６５
～６
９
９２
．０
４
９２
．２
３
９５
．４
６
９２
．４
５
９５
．９
４
１０
２
．５
９
９７
．８
６
９６
．９
５
８９
．９
４
９２
．２
１
９１
．０
６
９０
．２
０
９５
．７
４
９４
．０
８
９３
．４
１
８９
．３
７
９２
．６
９
９５
．０
８
７０
～７
４
８４
．４
９
８５
．７
１
８８
．９
０
８６
．７
９
８９
．９
２
９６
．９
０
９１
．３
１
９１
．０
１
８２
．４
０
８６
．２
７
８４
．５
０
８４
．３
４
９０
．３
０
８８
．８
３
８７
．５
５
８３
．０
３
８７
．８
８
９１
．４
５
140
付
録
表
２
米
の
年
齢
階
級
別
家
計
消
費
の
推
計
値
，
１９
８０
～２
０１
４
年
歳
／年
次
１９
８０
１９
８１
１９
８２
１９
８３
１９
８４
１９
８５
１９
８６
１９
８７
１９
８８
１９
８９
１９
９０
１９
９１
１９
９２
１９
９３
１９
９４
１９
９５
１９
９６
１９
９７
１５
～１
９
５０
．９
３
４９
．３
０
４６
．５
１
４１
．８
４
４５
．１
９
４１
．２
０
４２
．３
２
３８
．９
１
３４
．８
０
３０
．８
４
２８
．７
４
２８
．５
６
２９
．５
８
２８
．８
２
２２
．９
６
２３
．０
６
２３
．６
３
２０
．６
３
２０
～２
４
３８
．６
０
３７
．３
０
３６
．０
５
３２
．９
７
３５
．５
５
３２
．１
９
３４
．２
６
３０
．５
２
２７
．６
７
２５
．２
６
２４
．７
４
２４
．５
６
２５
．７
８
２４
．７
９
２０
．１
９
２１
．１
４
２０
．８
３
１８
．５
１
２５
～２
９
３５
．０
７
３３
．１
５
３３
．０
６
３０
．４
７
３１
．９
６
２８
．６
８
３１
．０
０
２８
．２
１
２５
．６
９
２３
．３
０
２３
．５
３
２３
．５
０
２４
．７
１
２３
．７
１
１９
．５
５
２１
．２
８
２０
．８
６
１９
．２
３
３０
～３
４
４０
．６
５
４０
．７
３
３８
．３
４
３７
．４
９
３６
．６
４
３４
．７
１
３４
．２
６
３１
．５
７
２８
．１
６
２７
．８
０
２７
．２
１
２６
．９
２
２５
．４
９
２４
．９
１
２２
．４
４
２２
．５
３
２１
．８
４
２２
．１
８
３５
～３
９
４９
．２
０
４８
．６
７
４６
．６
８
４６
．２
３
４４
．８
０
４４
．６
９
４０
．７
０
３８
．６
５
３６
．４
５
３７
．２
５
３４
．４
４
３３
．６
２
３２
．７
９
３１
．６
７
２８
．１
１
２７
．６
７
２７
．３
３
２７
．８
８
４０
～４
４
５８
．７
３
５７
．４
３
５５
．３
４
５６
．３
２
５５
．５
４
５５
．１
４
５０
．９
１
４９
．６
６
４６
．６
９
４７
．０
７
４４
．０
６
４３
．１
４
３９
．４
２
４１
．１
５
３７
．７
３
３４
．５
４
３４
．３
９
３２
．７
１
４５
～４
９
６１
．１
６
６２
．３
５
５９
．５
０
６０
．３
６
６０
．４
４
６０
．１
４
５９
．８
９
５６
．０
５
５１
．１
１
５１
．３
３
４９
．４
２
４９
．５
９
４４
．０
８
４６
．９
３
４３
．５
１
４１
．１
０
４０
．１
７
４１
．１
５
５０
～５
４
５９
．８
３
６１
．５
５
５９
．６
９
６２
．３
０
５９
．５
７
５９
．７
１
５８
．５
４
５６
．５
１
５３
．４
８
５４
．２
９
５２
．２
５
５１
．１
５
４８
．０
８
５０
．１
０
４８
．１
７
４５
．７
１
４３
．２
６
４３
．８
６
５５
～５
９
６０
．６
０
５８
．６
３
５９
．４
５
６１
．４
１
５８
．８
５
５９
．８
０
５８
．３
９
５８
．２
３
５５
．１
１
５５
．２
２
５３
．８
８
５３
．７
９
４８
．７
０
５２
．２
９
４９
．０
０
４７
．７
４
４６
．７
７
４７
．２
６
６０
～６
４
６２
．０
２
５９
．６
８
５８
．２
１
６３
．９
８
５７
．２
４
５９
．５
５
５９
．４
２
５７
．３
６
５３
．７
８
５３
．７
３
５３
．５
７
５１
．９
６
４８
．９
３
５１
．５
４
４８
．４
８
４６
．５
６
４８
．６
６
５１
．５
６
６５
～６
９
６０
．４
７
５９
．０
２
６０
．９
１
６４
．２
０
５７
．３
６
５９
．３
５
５８
．８
５
５４
．９
３
５０
．１
９
５１
．２
０
５１
．９
５
５０
．５
３
５１
．８
２
５２
．４
４
４７
．３
７
４７
．３
６
４９
．０
５
４９
．１
９
７０
～７
４
５４
．６
２
５３
．７
６
５６
．７
９
５８
．７
９
５２
．６
０
５４
．２
６
５３
．６
８
４９
．３
４
４４
．５
１
４５
．９
０
４６
．９
４
４５
．７
６
４８
．４
９
４８
．４
２
４３
．０
２
４３
．７
３
４４
．９
９
４３
．９
４
（

／１
人
）
歳
／年
次
１９
９８
１９
９９
２０
００
２０
０１
２０
０２
２０
０３
２０
０４
２０
０５
２０
０６
２０
０７
２０
０８
２０
０９
２０
１０
２０
１１
２０
１２
２０
１３
２０
１４
１５
～１
９
２０
．７
８
１６
．６
１
１８
．１
６
２０
．２
１
１８
．０
１
１５
．９
８
１５
．３
７
１５
．７
５
１６
．２
３
１７
．３
５
１４
．６
０
１４
．４
５
１７
．５
１
１５
．３
８
１５
．９
４
１６
．０
９
１４
．１
９
２０
～２
４
１８
．８
０
１４
．５
７
１６
．７
６
１７
．９
４
１５
．８
６
１４
．９
９
１４
．６
８
１３
．９
６
１３
．９
８
１５
．０
１
１２
．９
０
１１
．９
７
１４
．３
６
１３
．１
９
１３
．０
３
１２
．９
５
１０
．８
５
２５
～２
９
１９
．３
９
１６
．３
０
１９
．２
４
１９
．０
８
１７
．５
４
１７
．５
２
１７
．１
１
１６
．０
１
１５
．１
７
１６
．２
５
１４
．７
４
１３
．１
０
１４
．７
５
１４
．７
３
１３
．６
１
１３
．６
５
１０
．６
３
３０
～３
４
２１
．９
６
２１
．０
１
２１
．８
４
２０
．８
４
２１
．１
８
２０
．９
６
１９
．９
４
１９
．４
７
１８
．７
７
１８
．７
３
１９
．２
９
１８
．４
２
１７
．１
３
１８
．４
２
１６
．５
２
１６
．０
９
１３
．６
０
３５
～３
９
２４
．７
６
２６
．９
０
２８
．０
９
２５
．８
３
２５
．４
９
２４
．７
４
２２
．９
９
２３
．２
３
２２
．８
５
２２
．０
０
２３
．７
０
２３
．５
９
２１
．２
８
２１
．８
５
２０
．３
５
１９
．５
６
１８
．２
９
４０
～４
４
３４
．０
６
３３
．８
１
３３
．３
１
３０
．９
０
３０
．３
２
２９
．０
２
２６
．５
３
２７
．２
１
２７
．０
２
２５
．６
７
２７
．６
２
２７
．７
９
２６
．４
９
２４
．５
６
２４
．３
０
２３
．３
６
２３
．６
１
４５
～４
９
４０
．８
０
３８
．３
０
３６
．８
３
３６
．９
６
３４
．７
８
３３
．４
８
３１
．５
７
３０
．６
６
３０
．５
７
２８
．８
０
３１
．３
５
３０
．７
３
２９
．５
０
２６
．７
９
２６
．４
９
２４
．７
１
２５
．７
１
５０
～５
４
４２
．２
９
４３
．８
０
４３
．５
８
４１
．０
８
３９
．０
５
３８
．３
４
３７
．４
９
３４
．１
４
３３
．７
４
３１
．６
５
３５
．１
７
３３
．０
３
３０
．９
９
２９
．０
４
２７
．６
３
２４
．７
８
２５
．６
５
５５
～５
９
４７
．９
３
４９
．３
１
４９
．０
７
４５
．５
４
４３
．５
７
４４
．１
５
４１
．７
１
３９
．５
８
３７
．３
６
３５
．１
９
３９
．７
８
３６
．９
２
３４
．０
９
３２
．９
６
３０
．６
１
２８
．３
６
２８
．１
９
６０
～６
４
５０
．０
４
５２
．１
７
５１
．３
９
４６
．２
７
４７
．８
８
４９
．８
７
４４
．７
６
４５
．６
９
４１
．２
２
３９
．６
０
４４
．７
９
４２
．０
６
３８
．８
９
３８
．３
１
３５
．６
０
３５
．０
１
３３
．３
４
６５
～６
９
４９
．７
５
５１
．６
７
５０
．６
８
４８
．６
９
５０
．４
２
５２
．３
２
４７
．６
９
４８
．６
９
４４
．０
６
４４
．２
３
４８
．１
１
４５
．６
４
４３
．３
５
４２
．４
４
４０
．５
８
３９
．４
５
３７
．７
８
７０
～７
４
４５
．４
３
４６
．８
５
４５
．８
１
４５
．５
５
４６
．８
６
４７
．６
９
４５
．６
５
４４
．８
６
４１
．６
６
４３
．９
３
４５
．３
２
４３
．２
９
４２
．６
３
４１
．０
２
４０
．７
０
３７
．８
７
３８
．３
２
注
：
付
録
表
１
に
準
ず
．
出
所
：
付
録
表
１
に
準
ず
．
食料消費のコウホート分析――将来予測の手段に絞って
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表
３
鮮
魚
の
年
齢
階
級
別
家
計
消
費
の
推
計
，
１９
８０
～２
０１
４
年
歳
／年
次
１９
８０
１９
８１
１９
８２
１９
８３
１９
８４
１９
８５
１９
８６
１９
８７
１９
８８
１９
８９
１９
９０
１９
９１
１９
９２
１９
９３
１９
９４
１９
９５
１９
９６
１９
９７
１５
～１
９
１１
．２
３
１０
．５
１
９
．３
２
９
．７
７
９
．５
３
９
．５
５
９
．４
６
９
．０
２
８
．５
２
８
．７
１
７
．９
７
７
．１
６
８
．１
５
７
．６
６
７
．３
３
７
．０
１
５
．９
０
５
．５
５
２０
～２
４
１１
．７
３
１１
．１
５
９
．７
８
１０
．３
０
９
．４
３
９
．５
２
９
．７
９
８
．６
５
８
．２
１
８
．６
８
７
．７
５
７
．３
０
８
．５
１
７
．８
２
７
．８
７
７
．８
５
６
．６
８
６
．３
９
２５
～２
９
１２
．４
２
１１
．８
９
１０
．４
４
１０
．９
６
１０
．０
１
９
．８
８
１０
．０
５
８
．７
０
８
．２
８
８
．６
７
７
．６
９
７
．４
６
８
．６
１
７
．７
６
７
．９
４
７
．９
９
７
．０
２
６
．９
３
３０
～３
４
１４
．５
０
１３
．８
０
１２
．９
３
１３
．０
６
１２
．９
８
１２
．０
８
１２
．０
８
１１
．２
０
１１
．０
６
１０
．５
６
９
．９
９
１０
．０
５
９
．８
６
９
．６
０
９
．８
９
９
．２
３
８
．４
４
８
．３
５
３５
～３
９
１５
．７
９
１５
．０
６
１４
．６
１
１４
．８
０
１４
．６
６
１３
．８
４
１３
．９
０
１３
．２
０
１３
．０
０
１２
．４
５
１２
．２
０
１２
．２
７
１２
．２
７
１２
．２
１
１１
．６
３
１１
．２
６
１０
．６
５
１０
．７
３
４０
～４
４
１５
．８
１
１５
．３
４
１５
．４
０
１５
．８
１
１５
．９
４
１５
．６
３
１５
．６
５
１５
．３
１
１５
．２
９
１４
．６
８
１４
．５
３
１４
．４
９
１４
．６
７
１５
．０
０
１４
．５
０
１３
．９
７
１３
．６
７
１３
．７
０
４５
～４
９
１７
．０
３
１６
．４
３
１６
．３
７
１６
．８
３
１７
．５
５
１６
．８
８
１７
．３
３
１７
．２
５
１７
．０
３
１７
．１
８
１６
．７
９
１７
．２
１
１７
．４
２
１８
．１
３
１７
．７
６
１７
．９
６
１７
．０
３
１６
．７
６
５０
～５
４
１８
．６
７
１８
．４
５
１８
．５
８
１９
．１
９
１８
．８
５
１８
．３
９
１９
．３
５
１８
．２
４
１８
．２
９
１８
．４
７
１８
．１
１
１８
．９
８
１９
．４
２
２０
．０
０
２０
．０
５
２０
．３
７
１９
．８
２
１９
．８
４
５５
～５
９
１９
．９
０
１９
．６
２
１９
．８
５
２０
．３
４
２０
．６
２
１９
．８
８
２０
．２
８
１９
．２
６
１９
．３
５
１９
．０
７
１８
．７
６
１９
．４
３
２０
．４
８
２０
．７
３
２０
．２
１
２０
．８
６
２１
．０
８
２１
．２
９
６０
～６
４
１９
．８
７
１９
．８
９
１９
．１
５
１９
．９
４
２１
．１
６
２０
．３
５
１９
．１
５
１９
．５
６
１９
．２
４
１９
．５
３
１９
．２
０
１９
．２
１
２０
．６
８
２０
．７
０
１９
．８
３
１９
．９
６
２０
．５
５
２１
．４
１
６５
～６
９
１８
．５
７
１８
．４
９
１８
．７
８
１９
．０
０
２０
．０
３
２０
．０
３
１８
．５
３
１８
．４
８
１８
．４
２
１８
．９
０
１８
．４
０
１９
．０
７
２０
．３
０
２０
．８
４
１９
．３
９
１９
．３
４
１９
．６
４
２０
．０
１
７０
～７
４
１７
．１
２
１７
．０
０
１７
．７
６
１７
．７
３
１８
．６
１
１８
．９
８
１７
．４
７
１７
．２
０
１７
．２
７
１７
．８
３
１７
．２
８
１８
．２
２
１９
．２
８
２０
．０
６
１８
．４
５
１８
．３
６
１８
．４
６
１８
．５
６
（
kg
／１
人
）
歳
／年
次
１９
９８
１９
９９
２０
００
２０
０１
２０
０２
２０
０３
２０
０４
２０
０５
２０
０６
２０
０７
２０
０８
２０
０９
２０
１０
２０
１１
２０
１２
２０
１３
２０
１４
１５
～１
９
５
．３
９
５
．１
５
４
．５
１
５
．４
０
５
．０
７
４
．２
９
４
．０
７
４
．０
５
３
．７
１
３
．２
０
３
．４
８
３
．０
８
２
．８
９
２
．８
６
２
．７
２
２
．７
９
３
．１
２
２０
～２
４
６
．２
２
５
．９
６
５
．５
５
６
．３
０
６
．０
２
５
．５
０
５
．２
８
５
．１
２
４
．７
７
４
．３
２
４
．６
４
４
．０
０
３
．５
３
３
．６
５
３
．２
８
３
．４
５
３
．５
２
２５
～２
９
６
．７
９
６
．６
２
６
．３
４
６
．９
０
６
．８
６
６
．４
７
６
．３
１
６
．０
６
５
．６
９
５
．５
７
５
．８
９
５
．１
８
４
．５
０
４
．７
０
４
．０
９
４
．３
５
４
．１
９
３０
～３
４
８
．５
０
８
．２
６
７
．５
８
７
．７
８
８
．３
３
７
．６
３
７
．７
３
７
．２
７
６
．９
８
７
．１
７
７
．０
３
６
．６
３
６
．０
１
５
．７
９
５
．４
０
５
．１
１
４
．９
２
３５
～３
９
１０
．６
０
１０
．１
０
９
．８
４
９
．３
９
１０
．０
６
９
．１
７
９
．２
５
８
．８
３
８
．４
３
８
．５
５
８
．０
２
７
．９
８
７
．４
２
６
．８
０
６
．６
２
６
．０
９
５
．８
７
４０
～４
４
１３
．３
５
１２
．６
５
１２
．９
３
１１
．８
７
１２
．２
１
１１
．３
７
１１
．１
１
１０
．９
４
１０
．３
０
９
．９
６
９
．１
４
９
．３
９
８
．７
７
７
．８
４
７
．７
７
７
．３
９
７
．０
４
４５
～４
９
１６
．５
７
１５
．６
２
１５
．１
６
１４
．７
０
１４
．８
７
１４
．２
６
１３
．８
５
１３
．６
１
１２
．８
１
１２
．０
６
１０
．９
８
１１
．１
８
１０
．２
７
９
．１
８
９
．１
０
８
．７
２
８
．０
８
５０
～５
４
１９
．４
１
１８
．３
３
１８
．９
７
１７
．５
６
１７
．７
７
１７
．４
７
１７
．０
７
１６
．５
６
１５
．７
１
１４
．７
８
１３
．４
７
１３
．４
３
１２
．０
３
１０
．９
４
１０
．６
９
１０
．２
３
９
．１
６
５５
～５
９
２０
．９
２
２０
．２
５
２１
．３
０
１９
．１
８
１９
．７
４
１９
．６
２
１９
．０
８
１８
．６
９
１７
．９
３
１７
．４
７
１６
．０
５
１６
．１
１
１４
．３
８
１３
．２
６
１２
．６
２
１２
．４
５
１１
．０
３
６０
～６
４
２０
．６
１
２０
．４
３
２０
．７
５
１９
．７
５
２０
．８
２
２０
．７
３
２０
．０
５
１９
．９
６
１９
．１
４
１９
．６
４
１８
．３
１
１８
．７
１
１６
．９
２
１５
．８
３
１４
．７
０
１５
．０
５
１３
．５
７
６５
～６
９
１９
．６
４
１９
．９
５
２０
．１
３
１９
．５
７
２０
．９
６
２０
．７
５
２０
．２
３
２０
．０
２
１９
．２
５
２０
．０
４
１９
．１
０
１９
．４
６
１８
．０
１
１７
．０
９
１５
．９
６
１６
．３
２
１４
．９
２
７０
～７
４
１８
．４
１
１８
．９
１
１８
．９
９
１８
．１
４
１９
．５
９
１９
．２
２
１９
．０
３
１８
．４
８
１７
．７
６
１８
．３
３
１７
．９
３
１７
．９
９
１７
．１
４
１６
．５
０
１５
．７
２
１５
．７
５
１４
．７
５
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：
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生
鮮
肉
の
年
齢
階
級
別
家
計
消
費
，
１９
８０
～２
０１
４
年
歳
／年
次
１９
８０
１９
８１
１９
８２
１９
８３
１９
８４
１９
８５
１９
８６
１９
８７
１９
８８
１９
８９
１９
９０
１９
９１
１９
９２
１９
９３
１９
９４
１９
９５
１９
９６
１９
９７
１５
～１
９
１６
．４
５
１５
．９
６
１５
．９
７
１５
．９
１
１６
．７
５
１７
．２
２
１７
．６
２
１７
．４
３
１７
．０
７
１７
．１
０
１６
．８
８
１６
．６
３
１７
．４
９
１７
．３
５
１７
．１
２
１７
．３
４
１７
．２
６
１６
．６
１
２０
～２
４
１３
．２
３
１２
．８
１
１２
．７
１
１２
．７
２
１３
．０
７
１３
．３
６
１３
．９
３
１３
．７
５
１３
．３
８
１３
．２
５
１３
．４
０
１３
．２
７
１４
．２
５
１４
．２
１
１４
．０
１
１４
．３
２
１４
．２
８
１３
．８
４
２５
～２
９
１２
．６
３
１２
．１
５
１１
．９
０
１１
．８
５
１２
．１
３
１２
．１
３
１２
．９
４
１２
．７
１
１２
．２
８
１１
．９
９
１２
．２
５
１２
．４
２
１３
．４
６
１３
．３
０
１３
．１
６
１３
．５
８
１３
．６
８
１３
．３
６
３０
～３
４
１３
．０
９
１２
．７
６
１２
．９
１
１２
．４
９
１２
．７
３
１２
．７
６
１２
．９
７
１２
．６
９
１２
．５
７
１２
．５
０
１２
．２
９
１２
．５
６
１２
．３
７
１２
．４
３
１２
．８
５
１２
．９
５
１２
．５
５
１２
．６
１
３５
～３
９
１３
．６
０
１３
．４
３
１３
．８
３
１３
．４
２
１３
．３
０
１３
．２
０
１３
．５
９
１３
．６
３
１３
．５
５
１３
．３
３
１３
．０
６
１３
．３
５
１２
．５
８
１２
．８
５
１２
．９
７
１３
．２
０
１２
．５
２
１３
．０
８
４０
～４
４
１３
．６
２
１３
．５
１
１４
．０
４
１３
．８
１
１４
．４
２
１４
．４
９
１４
．１
３
１４
．９
３
１４
．９
３
１４
．７
９
１４
．３
８
１４
．２
１
１３
．８
９
１４
．３
７
１４
．６
５
１４
．３
１
１３
．９
６
１３
．８
５
４５
～４
９
１３
．４
７
１３
．５
４
１４
．４
０
１３
．９
６
１４
．０
８
１５
．１
１
１４
．５
０
１４
．６
６
１４
．４
６
１５
．３
６
１５
．０
６
１４
．８
１
１４
．３
５
１５
．２
７
１５
．２
５
１５
．３
４
１４
．５
８
１４
．８
１
５０
～５
４
１２
．９
９
１３
．１
０
１３
．８
９
１３
．６
５
１３
．１
１
１３
．６
８
１３
．１
７
１３
．８
１
１３
．６
４
１３
．８
２
１４
．２
５
１３
．８
６
１３
．６
５
１４
．９
０
１５
．１
５
１５
．１
０
１４
．３
０
１４
．７
６
５５
～５
９
１２
．０
４
１２
．０
３
１２
．６
１
１２
．０
８
１２
．２
８
１２
．４
９
１２
．４
５
１３
．０
３
１２
．７
７
１２
．７
６
１２
．７
５
１３
．１
８
１３
．０
１
１３
．６
６
１３
．５
０
１３
．７
６
１３
．８
８
１４
．２
２
６０
～６
４
１２
．０
７
１１
．３
４
１１
．５
０
１０
．５
７
１１
．３
６
１１
．５
７
１１
．５
１
１１
．７
９
１１
．４
７
１１
．９
９
１１
．９
４
１２
．１
１
１２
．３
３
１２
．５
４
１２
．８
７
１２
．９
８
１２
．７
０
１３
．４
２
６５
～６
９
１０
．５
６
１０
．３
０
１０
．６
６
９
．７
０
９
．８
９
１０
．０
３
１０
．３
９
１０
．３
７
９
．８
１
１０
．３
１
１０
．４
１
１０
．７
６
１０
．８
０
１１
．１
７
１１
．０
６
１１
．１
９
１１
．３
０
１１
．７
４
７０
～７
４
９
．０
１
８
．９
８
９
．４
２
８
．５
３
８
．４
５
８
．５
８
９
．０
５
８
．９
２
８
．３
１
８
．７
９
８
．９
４
９
．３
１
９
．２
７
９
．７
１
９
．４
２
９
．５
４
９
．８
１
１０
．０
７
（

／１
人
）
歳
／年
次
１９
９８
１９
９９
２０
００
２０
０１
２０
０２
２０
０３
２０
０４
２０
０５
２０
０６
２０
０７
２０
０８
２０
０９
２０
１０
２０
１１
２０
１２
２０
１３
２０
１４
１５
～１
９
１６
．３
６
１６
．０
５
１６
．０
４
１６
．０
８
１６
．３
６
１５
．５
２
１４
．６
９
１４
．９
７
１６
．１
６
１５
．８
８
１６
．１
９
１６
．４
８
１６
．８
８
１７
．１
１
１７
．４
６
１７
．５
６
１８
．３
９
２０
～２
４
１３
．８
０
１３
．４
０
１３
．２
９
１３
．４
５
１３
．８
３
１３
．１
９
１２
．９
４
１２
．６
９
１３
．８
４
１３
．５
５
１３
．６
６
１３
．９
４
１３
．８
７
１４
．３
５
１４
．０
５
１４
．４
５
１５
．０
５
２５
～２
９
１３
．５
８
１３
．２
９
１２
．９
３
１３
．２
６
１３
．７
４
１３
．３
３
１２
．９
３
１２
．４
７
１３
．７
７
１３
．７
０
１３
．６
６
１３
．９
７
１３
．５
２
１４
．２
６
１３
．３
２
１３
．８
５
１４
．４
８
３０
～３
４
１３
．０
２
１３
．２
８
１２
．７
２
１２
．６
４
１２
．９
１
１２
．９
０
１３
．０
９
１２
．８
７
１３
．１
８
１３
．８
８
１３
．８
７
１４
．５
５
１４
．２
２
１４
．４
３
１４
．０
２
１４
．３
１
１４
．８
４
３５
～３
９
１２
．８
８
１３
．０
３
１３
．１
７
１２
．６
３
１２
．７
５
１２
．７
７
１３
．２
３
１３
．５
０
１３
．０
７
１３
．９
８
１４
．１
９
１５
．０
４
１５
．１
３
１４
．８
３
１５
．３
１
１５
．５
０
１５
．７
９
４０
～４
４
１３
．８
５
１３
．９
９
１４
．２
２
１３
．２
５
１３
．３
６
１３
．１
０
１３
．４
４
１４
．２
７
１３
．５
８
１４
．０
６
１４
．６
２
１５
．４
４
１５
．９
９
１５
．４
０
１６
．７
７
１７
．１
８
１７
．０
３
４５
～４
９
１４
．１
８
１４
．４
５
１４
．９
５
１３
．７
０
１３
．９
６
１３
．５
７
１３
．９
７
１４
．８
８
１４
．０
９
１４
．２
５
１４
．８
３
１５
．７
５
１６
．０
９
１５
．５
５
１６
．９
２
１７
．９
４
１７
．２
４
５０
～５
４
１４
．７
１
１４
．６
７
１５
．２
９
１３
．９
１
１４
．４
３
１４
．０
８
１４
．５
８
１５
．２
４
１４
．４
８
１４
．５
３
１４
．８
９
１６
．０
１
１５
．６
４
１５
．４
１
１６
．０
７
１７
．８
７
１６
．６
６
５５
～５
９
１４
．０
６
１４
．５
７
１４
．９
２
１３
．７
３
１４
．２
８
１４
．２
５
１４
．２
７
１５
．０
１
１４
．４
６
１４
．７
８
１５
．１
２
１６
．２
４
１５
．６
４
１５
．６
１
１５
．７
６
１７
．６
４
１６
．４
３
６０
～６
４
１３
．０
５
１４
．０
０
１４
．１
２
１３
．２
７
１３
．７
４
１４
．１
１
１３
．４
１
１４
．４
４
１４
．０
５
１４
．８
８
１５
．３
８
１６
．３
２
１５
．９
７
１６
．０
９
１６
．０
３
１７
．２
９
１６
．６
３
６５
～６
９
１１
．４
８
１２
．４
５
１２
．３
９
１１
．７
２
１２
．１
８
１２
．４
６
１１
．７
６
１２
．８
６
１２
．５
４
１３
．２
６
１３
．８
１
１４
．４
９
１４
．４
５
１４
．８
３
１４
．７
８
１５
．４
８
１５
．４
０
７０
～７
４
９
．８
６
１０
．７
４
１０
．５
５
９
．９
４
１０
．４
３
１０
．３
８
１０
．０
７
１１
．０
９
１０
．７
８
１１
．０
８
１１
．５
９
１２
．０
４
１２
．２
５
１２
．９
２
１２
．９
９
１３
．２
９
１３
．６
８
注
：
付
録
表
１
に
準
ず
．
出
所
：
付
録
表
１
に
準
ず
．
食料消費のコウホート分析――将来予測の手段に絞って
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付
録
表
５
飲
用
牛
乳
の
年
齢
階
級
別
家
計
消
費
の
推
計
値
，
１９
８０
～２
０１
４
年
歳
／年
次
１９
８０
１９
８１
１９
８２
１９
８３
１９
８４
１９
８５
１９
８６
１９
８７
１９
８８
１９
８９
１９
９０
１９
９１
１９
９２
１９
９３
１９
９４
１９
９５
１９
９６
１９
９７
１５
～１
９
２６
．１
５
２７
．５
３
２８
．５
６
２８
．１
８
２５
．３
８
２７
．２
１
２５
．９
１
２７
．６
８
２９
．２
３
２８
．３
４
２８
．７
５
２７
．８
１
２８
．２
４
２７
．２
８
２９
．８
８
２９
．２
６
２９
．６
１
２９
．４
１
２０
～２
４
２７
．８
８
２９
．７
８
３０
．３
９
２９
．０
６
２４
．２
２８
．４
２６
．３
６
２７
．７
２
２８
．８
４
２７
．５
２
２７
．３
１
２４
．８
３
２７
．６
４
２３
．７
６
２７
．３
９
２５
．９
１
２６
．１
７
２６
．０
３
２５
～２
９
２８
．８
１
３０
．７
９
３１
．７
５
２９
．９
４
２５
．８
１
２９
．４
７
２７
．５
１
２８
．６
２９
．５
７
２８
．４
３
２７
．７
２
２４
．５
３
２８
．２
９
２３
．８
４
２７
．１
５
２５
．１
６
２５
．２
６
２５
．５
４
３０
～３
４
２８
．０
８
２７
．５
６
２７
．９
４
２８
．４
１
３２
．２
４
２９
．８
６
２８
．１
５
２８
．３
８
２９
．８
８
３１
．８
８
３１
．８
３
３０
．３
８
３１
．７
５
３１
．２
４
３１
．９
２
２９
．８
７
３０
．７
９
３０
．３
４
３５
～３
９
２０
．９
２１
．７
４
２２
．９
２
２４
．１
３
２２
．２
４
２４
．８
６
２５
．４
２
２６
．５
７
２７
．６
１
３０
．０
８
３１
．６
１
３３
．６
３０
．７
４
３２
．４
３４
．３
８
３３
．４
８
３５
．３
９
３３
．３
９
４０
～４
４
１９
．５
５
２０
．４
２１
．８
２
２３
．８
７
２６
．４
６
２３
．９
９
２５
．１
７
２８
．０
５
２８
．５
２
３０
．９
１
３２
．７
７
３４
．８
２
２８
．２
６
３５
．７
８
３８
．５
２
３６
．４
３９
．５
６
３８
．８
７
４５
～４
９
２０
．９
２
２２
．６
８
２２
．２
４
２３
．７
４
２５
．７
４
２５
．１
６
２４
．６
２
２５
．６
２
２６
．６
８
３０
．４
４
３２
．６
３２
．７
３３
．９
６
３３
．９
６
３６
．１
４
３７
．２
１
３８
．６
９
３９
．３
３
５０
～５
４
２２
．６
２
２３
．３
７
２２
．４
６
２３
．９
９
２５
．４
４
２６
．４
４
２５
．１
２
２５
．９
９
２６
．１
８
３０
．１
１
３１
．６
３
３１
．４
３
３０
．８
４
３１
．３
８
３５
．３
７
３３
．５
２
３６
．４
３５
．４
８
５５
～５
９
２１
．３
８
２３
．４
２５
．０
１
２５
．５
３
２９
．１
３
２７
．１
３
２７
．５
２８
．３
４
２８
．３
１
３２
．２
３３
．１
６
３３
．０
１
３２
．３
３４
．４
７
３７
．４
３
３４
．４
８
３８
．３
９
３８
．４
７
６０
～６
４
２２
．９
９
２４
．１
２
２６
．９
４
２７
．８
２７
．３
６
２７
．６
６
２８
．３
３
３０
．５
３１
．２
９
３５
．４
９
３６
．５
３５
．１
３
３６
．６
７
３７
．２
３８
．７
９
３９
．５
９
３９
．６
１
４１
．６
７
６５
～６
９
２４
．１
４
２５
．０
４
２７
．３
５
２９
．２
３２
．０
２
２７
．６
５
２８
．７
７
３２
３２
．２
７
３５
．７
３
３６
．９
８
３７
．９
２
３９
．０
２
４０
．１
４
４０
．９
１
４２
．３
８
４０
．９
５
４２
．５
４
７０
～７
４
２４
．６
３
２５
．４
３
２７
．４
２９
．７
５
３４
．１
４
２７
．５
８
２８
．９
３２
．６
２
３２
．６
１
３５
．７
３
３７
．１
４
３９
．１
３
４０
．０
９
４１
．３
７
４１
．８
６
４３
．５
７
４１
．５
９
４３
．０
１
（

／１
人
）
歳
／年
次
１９
９８
１９
９９
２０
００
２０
０１
２０
０２
２０
０３
２０
０４
２０
０５
２０
０６
２０
０７
２０
０８
２０
０９
２０
１０
２０
１１
２０
１２
２０
１３
２０
１４
１５
～１
９
２８
．１
１
２６
．７
８
２６
２４
．９
６
２５
．８
５
２４
．８
８
２３
．７
４
２３
．５
８
２０
．６
９
２０
．７
３
１９
．９
８
１９
．０
６
１９
．７
１９
．７
１
１７
．５
８
１６
．３
６
１６
．７
２
２０
～２
４
２５
．５
３
２３
．３
１
２３
．３
２１
．９
７
２４
．４
３
２３
．５
５
２１
．８
２
２２
．６
８
１８
．６
９
１９
．２
１
１８
．５
４
１８
．１
９
１８
．８
６
２０
．１
４
１７
．２
１６
．０
５
１５
．９
７
２５
～２
９
２４
．４
５
２２
．０
８
２２
．４
２０
．８
２４
．０
４
２３
．２
６
２１
．３
７
２２
．６
７
１８
．２
８
１９
．１
４
１８
．１
９
１８
．１
３
１８
．７
２１
．０
１
１７
．５
２
１６
．４
１
１５
．７
９
３０
～３
４
２７
．８
３
２７
．８
２
２８
．３
２６
．１
９
２７
．７
９
２６
．８
９
２６
．３
３
２５
．３
２４
．４
５
２３
．３
６
２２
．３
９
２１
．４
３
２２
．２
６
２１
．４
４
２１
．３
２
２０
．２
３
１８
．５
２
３５
～３
９
３３
．７
５
３４
．０
６
３３
．５
３１
．５
９
３１
．５
５
３１
．０
５
３１
．２
２
２８
．３
９
２９
．７
２
２７
．１
３
２６
．２
４
２５
．０
２
２５
．９
８
２２
．５
２
２４
．６
３
２３
．８
１
２２
．２
５
４０
～４
４
３７
．７
３８
．１
４
３６
．６
３５
．３
４
３４
．３
５
３４
．７
４
３４
．７
９
３１
．１
４
３２
．８
２９
．４
７
２８
．６
９
２８
．０
５
２９
．０
５
２４
．２
３
２６
．７
２６
．４
２６
．０
５
４５
～４
９
３７
．１
１
３６
．６
３６
．９
３５
．３
９
３５
．１
４
３５
．９
１
３５
．６
２
３２
．１
３３
．６
４
２９
．８
７
２９
．５
２９
．４
１
３０
．５
７
２５
．２
１
２７
．９
７
２７
．９
８
２７
．６
５
５０
～５
４
３６
．２
６
３５
．２
４
３５
．３
３３
．１
１
３４
．６
３５
．４
４
３４
．７
５
３２
３３
．０
５
２９
．２
５
２９
．２
２
２９
．６
４
３０
．９
５
２５
．９
４
２８
．７
２８
．８
４
２７
．５
６
５５
～５
９
３６
．６
７
３６
．３
９
３５
．７
３３
．４
８
３５
．１
９
３６
．５
３
３５
．８
４
３３
．５
４
３３
．８
３０
．９
８
２９
．８
１
３０
．７
１
３１
．４
５
２８
．２
８
２９
．７
８
３０
．０
６
２８
．４
９
６０
～６
４
３９
．７
７
３９
．０
８
３７
．９
３６
．０
１
３６
．７
８
３８
．８
１
３８
．４
６
３６
．４
６
３５
．６
５
３４
．４
５
３１
．４
６
３２
．６
９
３２
．３
９
３１
．９
３
３１
．３
６
３１
．７
９
３１
．０
６
６５
～６
９
４２
．９
２
４１
．９
３
４１
．３
３９
．３
４
３９
４１
．１
６
４１
．３
５
４０
．０
３
３７
．８
７
３７
．９
３
３４
．５
７
３５
．６
６
３４
．４
８
３４
．１
８
３３
．２
３３
．７
９
３３
．５
８
７０
～７
４
４４
．４
４３
．２
２
４４
．７
４２
．５
３
４１
．２
２
４３
．１
５
４３
．８
９
４３
．４
３
３９
．９
１
４０
．８
３
３８
．０
７
３８
．７
８
３６
．９
４
３５
．１
５
３４
．９
８
３５
．６
９
３６
．２
７
注
：
付
録
表
１
に
準
ず
．
出
所
：
付
録
表
１
に
準
ず
．
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付
録
表
６
生
鮮
果
物
の
年
齢
階
級
別
家
計
消
費
の
推
計
値
，
１９
８０
～２
０１
４
年
歳
／年
次
１９
８０
１９
８１
１９
８２
１９
８３
１９
８４
１９
８５
１９
８６
１９
８７
１９
８８
１９
８９
１９
９０
１９
９１
１９
９２
１９
９３
１９
９４
１９
９５
１９
９６
１９
９７
１５
～１
９
２８
．６
７
２９
．３
４
２８
．９
７
２６
．０
２
２５
．９
１
２１
．２
７
２０
．２
０
２０
．８
５
１８
．１
９
１８
．１
６
１４
．３
８
１３
．６
２
１２
．５
９
１３
．０
０
１０
．８
２
１１
．３
３
１０
．２
７
８
．４
８
２０
～２
４
３０
．３
３
３０
．２
４
２９
．５
２
２７
．７
１
２６
．７
１
２２
．４
４
２１
．７
９
２２
．３
８
１９
．３
６
１９
．５
２
１５
．４
８
１５
．５
４
１４
．８
６
１４
．６
７
１３
．７
７
１４
．２
６
１２
．９
６
１１
．３
７
２５
～２
９
３１
．５
８
３１
．３
４
３１
．０
３
３０
．２
７
２８
．７
８
２４
．８
３
２４
．６
７
２５
．０
４
２２
．１
３
２１
．７
２
１８
．２
４
１８
．１
６
１７
．５
４
１７
．３
６
１７
．０
７
１７
．３
９
１５
．９
０
１４
．６
２
３０
～３
４
４３
．４
４
３５
．８
７
３５
．９
３
３７
．４
４
３４
．８
７
３３
．８
４
３３
．７
３
３０
．９
２
２９
．１
７
２９
．２
４
２７
．９
９
２４
．４
０
２４
．５
９
２２
．７
６
２４
．３
０
２１
．２
６
２０
．２
３
１９
．６
８
３５
～３
９
５１
．６
４
４２
．４
１
４４
．１
３
４７
．２
６
３８
．２
０
４０
．４
２
３８
．５
８
４２
．３
１
３８
．８
５
３６
．２
４
３７
．２
４
３４
．８
０
３２
．８
３
３２
．２
２
２９
．６
２
２６
．４
４
２６
．３
１
２８
．８
１
４０
～４
４
５３
．１
１
４６
．５
７
４８
．９
５
５１
．９
５
４７
．５
８
４６
．１
５
４７
．７
５
４７
．７
９
５０
．７
４
４３
．７
７
４３
．６
２
４１
．１
４
４２
．２
６
３８
．４
７
３７
．７
３
３４
．０
３
３２
．５
２
３４
．０
３
４５
～４
９
５６
．８
０
５０
．９
０
５２
．２
３
５４
．２
３
４９
．６
７
５０
．４
９
４９
．６
１
５０
．４
２
５１
．８
１
４８
．６
５
４８
．８
９
４７
．７
２
４６
．３
４
４４
．１
６
４４
．４
８
４２
．３
６
３９
．７
９
４０
．２
６
５０
～５
４
６０
．３
４
５３
．４
２
５４
．０
７
５８
．７
５
５２
．１
２
５３
．６
９
５３
．８
７
５３
．９
８
５４
．０
３
５０
．９
３
５０
．９
３
５１
．２
７
５１
．９
１
４７
．８
４
５２
．７
１
４７
．５
４
４７
．５
９
４９
．０
２
５５
～５
９
５９
．９
１
５４
．８
２
５９
．１
５
６３
．７
３
６０
．０
６
５８
．９
９
５９
．６
９
６３
．８
２
５９
．５
９
５５
．３
３
５６
．９
０
５５
．５
８
５５
．０
３
５４
．４
２
５７
．５
１
５３
．２
１
５３
．６
９
５４
．９
１
６０
～６
４
５８
．９
９
５７
．８
７
５８
．７
９
６３
．５
０
６２
．３
６
６２
．１
１
６１
．６
９
６３
．３
０
６２
．４
１
５７
．６
７
６０
．９
７
５９
．１
８
５８
．８
６
５９
．３
６
６２
．０
６
５７
．６
８
５６
．６
１
５８
．５
５
６５
～６
９
５６
．５
１
５６
．１
６
５４
．７
６
６０
．１
２
６０
．５
８
６０
．９
０
５９
．７
７
６２
．２
０
６１
．８
５
５８
．８
２
６１
．３
８
５９
．２
９
５９
．７
３
６１
．６
６
６５
．５
７
６０
．７
６
５９
．５
５
６１
．６
９
７０
～７
４
５５
．５
１
５５
．４
８
５２
．９
７
５８
．６
２
５９
．７
６
６０
．４
３
５８
．９
１
６１
．８
２
６１
．６
０
５９
．５
３
６１
．７
２
５９
．５
２
６０
．２
５
６２
．８
０
６７
．３
６
６２
．３
０
６１
．１
４
６３
．３
３
（
kg
／１
人
）
歳
／年
次
１９
９８
１９
９９
２０
００
２０
０１
２０
０２
２０
０３
２０
０４
２０
０５
２０
０６
２０
０７
２０
０８
２０
０９
２０
１０
２０
１１
２０
１２
２０
１３
２０
１４
１５
～１
９
７
．５
３
８
．０
０
７
．２
２
７
．６
８
６
．５
４
５
．２
９
４
．８
９
６
．０
９
４
．９
８
４
．９
１
５
．０
５
５
．１
６
３
．７
０
４
．２
７
３
．４
７
３
．６
７
３
．６
３
２０
～２
４
１０
．３
８
１０
．２
２
９
．８
１
１０
．７
８
１０
．２
７
９
．０
３
８
．７
４
１０
．０
７
８
．０
９
８
．８
２
９
．０
５
８
．８
９
７
．０
７
７
．４
１
５
．９
８
６
．０
３
６
．４
３
２５
～２
９
１３
．６
８
１３
．２
４
１３
．１
６
１４
．１
２
１４
．５
４
１３
．５
７
１３
．０
６
１４
．２
６
１１
．８
７
１３
．１
８
１３
．５
３
１３
．３
９
１１
．２
８
１１
．４
５
９
．７
４
９
．９
９
１０
．１
７
３０
～３
４
１８
．４
４
１８
．４
７
１７
．６
９
１９
．４
５
１９
．８
６
１８
．８
５
１８
．０
８
１７
．９
７
１５
．９
４
１６
．２
４
１６
．４
３
１７
．１
１
１４
．３
２
１４
．２
９
１３
．８
５
１３
．３
６
１２
．９
６
３５
～３
９
２６
．３
９
２３
．７
９
２４
．０
５
２５
．１
５
２４
．９
９
２３
．１
４
２２
．２
６
２１
．５
５
１９
．６
３
１８
．６
１
１８
．８
７
２０
．１
９
１６
．９
５
１６
．４
３
１７
．０
１
１５
．７
６
１５
．０
６
４０
～４
４
３１
．８
４
３１
．３
２
３０
．２
４
３１
．３
２
３０
．２
８
２７
．０
７
２６
．１
２
２５
．６
２
２３
．２
６
２１
．０
１
２１
．６
４
２３
．２
４
１９
．７
０
１８
．３
６
１９
．３
８
１７
．４
５
１６
．８
２
４５
～４
９
３７
．７
４
３５
．７
４
３４
．４
１
３７
．８
９
３６
．７
５
３２
．６
０
３２
．０
３
３１
．４
８
２８
．０
６
２５
．７
８
２６
．５
６
２８
．０
９
２３
．９
７
２２
．０
２
２２
．８
６
２０
．０
８
２０
．１
４
５０
～５
４
４７
．８
６
４３
．１
１
４５
．３
２
４４
．６
９
４４
．３
４
３９
．７
９
３９
．６
７
３８
．８
４
３４
．２
０
３２
．８
６
３３
．６
６
３４
．９
６
３０
．１
１
２７
．７
３
２７
．９
８
２４
．５
１
２５
．３
９
５５
～５
９
５３
．８
４
５１
．４
３
５２
．７
４
５０
．８
０
５２
．５
２
４８
．４
６
４７
．５
３
４６
．５
４
４１
．５
４
４０
．９
５
４２
．０
８
４３
．６
７
３８
．５
２
３５
．７
８
３５
．７
６
３３
．０
５
３３
．１
５
６０
～６
４
５９
．１
８
５９
．８
８
５８
．６
４
５５
．７
９
６０
．２
８
５６
．８
５
５４
．８
１
５３
．７
１
４９
．２
４
４９
．２
６
５０
．８
５
５３
．１
２
４８
．３
４
４５
．３
７
４５
．３
４
４４
．５
６
４３
．０
９
６５
～６
９
６０
．５
３
６２
．３
３
６３
．１
４
５８
．０
６
６４
．３
６
５９
．６
９
５８
．９
３
５７
．７
３
５３
．５
５
５４
．４
９
５５
．８
９
５８
．３
１
５４
．６
１
５１
．６
９
５１
．４
８
５１
．４
５
４９
．４
０
７０
～７
４
６１
．２
１
６３
．５
６
６５
．３
５
５８
．４
７
６５
．７
３
５８
．８
２
６０
．６
７
５９
．３
６
５５
．０
７
５７
．０
４
５７
．８
４
６０
．０
０
５７
．７
１
５５
．０
０
５４
．４
９
５４
．２
９
５３
．１
０
注
：
付
録
表
１
に
準
ず
．
出
所
：
付
録
表
１
に
準
ず
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